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二
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前
に
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土
馬
の
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資
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古
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史
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旧
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士
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馬
は
わ
が
国
で
は
古
く
か
ら
家
畜
と
し
て
農
業
上
に
重
要
な
位
置
を
占
め
、
ま
た
軍
事
に
、
交
通
に
利
用
度
の
き
わ
め
て
高
い
も
の
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
馬
に
対
す
る
日
本
人
の
親
近
感
は
き
わ
め
て
深
い
も
の
が
あ
り
、
考
古
学
上
の
資
料
に
あ
ら
わ
れ
た
罵
に
関
す
る
も
の
も
少

か
記
レ
ろ
う
ま

な
く
な
い
。
特
に
古
代
人
の
信
仰
の
面
に
も
か
か
わ
り
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
、
土
を
も
っ
て
そ
れ
を
小
形
に
つ
く
っ
た
い
わ
ゆ
る
形
代
馬
が

日
本
各
地
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
「
土
馬
」
あ
る
い
は
「
陶
馬
」
の
名
称
で
報
告
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
例
は
か
な
り
の
量
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
し

か
し
こ
れ
ら
に
つ
い
て
総
括
的
に
考
察
を
試
み
た
も
の
は
大
場
磐
雄
博
士
の
論
考
が
あ
げ
ら
れ
る
く
ら
い
で
あ
る
「
筆
者
も
昭
和
二
九
年
に
端

を
発
し
た
福
岡
県
宗
像
郡
沖
ノ
島
祭
把
遺
跡
の
調
査
に
か
か
わ
っ
て
よ
り
、

古

代

形

代

馬

考

（
小
田
）

こ
こ
か
ら
発
見
さ
れ
る
石
製
形
代
馬
に
興
味
を
覚
え
、
そ
の
後
、
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四

豊
前
地
方
で
新
出
し
た
陶
馬
を
調
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
田
四
年
か
ら
再
開
さ
れ
た
沖
ノ
島
調
査
で
は
待
望
し
て
い
た
石
製

形
代
馬
を
多
量
に
発
掘
す
る
と
い
う
き
わ
め
て
好
運
に
遭
遇
し
て
一
層
こ
れ
ら
形
代
馬
の
も
つ
歴
史
的
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
機
が
熱
し
て
き

た
。
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
か
か
わ
っ
て
き
た
資
料
の
整
理
を
試
み
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
て
こ
の
問
題
を
追
究
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

註

（

1
）
 

大
場
磐
雄
「
上
代
馬
形
遺
物
に
就
い
て
」
（
「
神
道
考
古
学
論
孜
」
所
収
）
一
九
四
三
。

同
「
上
代
馬
形
遺
物
再
考
」
ハ
国
学
院
雑
誌
六
七
巻
一
号
）
一
九
六
六
。

昭
和
二
九

t
一
ニ
三
年
に
調
査
さ
れ
た
成
果
は
次
の
二
著
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

宗
像
神
社
復
興
期
成
会
編
「
沖
ノ
島
」
ハ
一
九
五
八
〉
、
「
続
沖
ノ
島
」
（
一
九
六
一
〉
。

ハ
2
）

ニ
、
豊
前
に
お
け
る
土
馬
の
新
資
料

豊
前
地
域
に
お
け
る
土
馬
資
料
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
近
年
に
わ
か
に
四
例
の
出
土
例
を
み
る
に
い
た
っ
た
。
筆
者
は
幸

い
に
も
発
見
後
通
報
を
う
け
調
査
す
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
た
。
以
下
各
資
料
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

ー
、
福
岡
県
京
都
郡
苅
田
町
馬
場
（
図
版
て
第
2
図）

一
九
六
二
年
二
月
一
二
日
、
道
路
端
に
水
道
管
を
敷
設
す
る
た
め
に
側
溝
を
掘
っ
た
際
に
発
見
さ
れ
た
。
偶
々
当
地
の
研
究
者
早
田
茂
氏
の

注
意
に
あ
が
り
資
料
は
同
町
公
民
館
に
収
蔵
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
早
田
氏
の
観
察
に
よ
れ
ば
地
表
下
八
五
糎
で
小
石
ま
じ
り
の
層
が
あ

り
、
こ
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
い
う
。
新
発
見
の
土
馬
は
灰
鼠
色
の
須
恵
質
手
づ
く
ね
製
で
、
尾
部
を
欠
損
し
て
い
る
が
ほ
ぼ
完
形
で
あ

る
。
円
体
胴
に
首
、
四
肢
、
尾
を
付
し
た
も
の
で
、
現
存
畏
一
九
糎
、
高
さ
一

O
糎
を
測
る
。
顔
に
は
立
耳
を
付
し
、
丸
箸
の
先
で
つ
い
た
よ

う
な
目
、
鼻
を
つ
け
、
箆
に
よ
る
口
を
描
い
て
い
る
。
首
は
上
部
を
細
く
つ
ま
み
あ
げ
て
巧
み
に
立
髪
の
部
分
を
表
現
し
て
い
る
。
四
肢
及
び

尾
は
粗
く
箆
削
り
さ
れ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
よ
く
馬
の
特
徴
を
と
ら
え
た
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
と
共
伴
し
た
も
の
に
小
形
手
づ
く
ね
の
土
師

質
均
二
個
が
あ
る
。
半
球
形
厚
手
の
も
の
で
一
つ
は
径
四
糎
、
他
の
一
つ
は
径
三
糎
で
共
に
細
砂
混
り
の
胎
土
、
黄
褐
色
を
呈
す
る
。
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こ
れ
は
前
例
よ
り
古
く
、

2
、
福
岡
県
京
都
郡
苅
田
町
新
津
字
堀
の
口
（
図
版
一
、
第
2
図）

一
九
五
八
年
七
月
に
発
見
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
前
例
の
発
見
に
よ
っ
て
改
め
て
注
意
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
水
田
の
畦
畔
が
崩
れ
て
転
落
し
た
際
に
出
土
し
た
も
の
と
い
う
。
当
地
の
早
田
茂
氏
が
保
管
し
て
い
る
。
灰
白
色
を
呈
す
る
須
恵
質
の

不
燃
焼
品
か
と
思
わ
れ
る
。
顔
、
四
肢
、
尾
部
を
欠
損
し
て
胴
部
の
み
を
と
ど
め
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
馬
で
あ
る
。
製
作
は
前
例
に
似
て
い

現
存
長

る
が
、
本
例
は
径
八
粍
ほ
ど
の
円
棒
（
竹
？
）
を
胴
の
心
に
し
て
粘
土
を
に
ぎ
り
つ
け
、

一
七
糖
、
現
存
高
七
糎
で
前
例
よ
り
や
や
小
さ
い
。

3
、
福
岡
県
京
都
郡
苅
田
町
松
山
字
中
洲
（
図
版
一
、

第
3
図）

こ
れ
は
海
岸
に
面
し
た
開
墾
畑
地
で
縄
文
土
器
、
弥
生

土
器
、
土
師
器
、
須
恵
器
な
ど
幅
広
い
時
代
の
遺
物
が
散

在
し
て
い
る
の
で
厳
密
な
意
味
で
の
共
伴
資
料
は
わ
か
ら

亡
、
。

ふト
H

‘ν

一
九
五
六
年
五
月
二
四
日
当
地
の
研
究
者
横
山
荒

次
郎
氏
に
よ
っ
て
畑
地
北
端
の
石
積
み
の
中
か
ら
発
見
保

管
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
た
首
、
四
肢
、
尾
部
を
欠
い
て

胴
部
だ
け
で
あ
る
が
、
灰
黄
色
須
恵
質
で
あ
る
。
表
面
の

磨
滅
が
か
な
り
み
ら
れ
る
が
、
本
資
料
の
注
意
さ
れ
る
の

は
鞍
を
つ
け
装
備
さ
れ
た
状
態
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

胴
の
中
央
に
幅
了
五
糎
ほ
ど
の
粘
土
帯
を
巻

き
鞍
を
お
い
た
状
態
を
示
し
て
お
り
、
尻
の
あ
た
り
に
は
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代

形

代

印

刷

考

（
小
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）

最
後
に
心
を
ぬ
き
去
っ
た
も
の
で
あ
る
。

豊前・松山の土馬実測図第3図
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箆
が
き
に
よ
っ
て
交
叉
す
る
革
帯
の
装
着
さ
れ
た

様
子
を
あ
ら
わ
し
、
背
の
部
分
に
も
首
か
ら
つ
な

が
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
二
本
の
箆
が
き
に
よ
る

線
が
み
ら
れ
、
明
ら
か
に
飾
り
馬
を
表
現
し
て
い

る
。
尾
の
部
分
に
は
線
が
き
で
尾
毛
が
あ
ら
わ
さ

れ
て
い
る
。
現
存
長
二
ニ
糎
、
現
存
高
六
・
三
糎

で
あ
る
。

4
、
福
岡
県
京
都
郡
苅
田
町
向
野
窯
跡
（
第
4

図

前
出
の
中
洲
土
馬
出
土
地
に
近
い
独
立
山
丘
上

に
位
置
す
る
須
恵
器
窯
跡
で
あ
る
。

一
九
六
七
年

に
採
土
作
業
が
行
な
わ
れ
る
過
程
で
灰
原
が
露
出

し
、
当
地
の
研
究
者
小
串
寿
次
氏
の
注
意
に
の
ぼ

り
、
連
日
の
よ
う
に
遺
物
の
蒐
集
に
つ
と
め
ら
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
や
が
て
窯
跡
焚
口
が
あ
ら
わ
れ

。

f一丁、、
一
五
八
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六 Jグ
第4閃豊前・向野窯跡の土馬、蓋杯実測図

る
に
い
た
っ
て
通
報
を
う
け
た
の
で
現
地
に
急
行
し
、
と
り
あ
え
ず
ト
シ
ネ
ル
式
無
段
登
り
窯
の
燃
焼
部
を
調
査
し
た
。
こ
の
窯
跡
は
筆
者
の

い
う
須
恵
器
編
年
の
第
W
A
期
に
あ
た
る
蓋
杯
そ
の
他
を
多
く
出
土
し
た
。
こ
の
窯
跡
灰
原
資
料
の
中
か
ら
須
恵
質
馬
の
残
欠
が
発
見
さ
れ

た
。
首
、
背
部
、
三
肢
を
欠
い
て
い
る
が
、
腹
部
と
棒
状
の
後
肢
、
尾
部
を
と
ど
め
て
い
て
明
ら
か
に
陶
馬
の
形
態
を
示
し
て
い
る
。
製
作
に

あ
た
っ
て
、
胴
内
に
深
さ
一
二
糎
に
及
ぶ
心
木
を
使
用
し
て
お
り
、
製
作
の
手
法
ま
た
前
出
の
資
料
と
似
て
い
る
。
現
存
長
一
五
・
二
糎
、
現



存
高
一

0
・
七
糎
。

豊
前
地
方
新
出
の
四
例
の
陶
馬
資
料
は
い
ず
れ
も
周
防
灘
に
面
し
た
同
一
地
域
内
に
集
中
し
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
小
倉

か
ら
行
橋
に
通
ず
る
国
道
ぞ
い
の
い
ず
れ
も
京
都
郡
苅
田
町
内
に
あ
る
。
こ
の
地
域
は
現
在
で
は
国
道
の
東
方
に
埋
立
地
が
の
び
て
海
岸
ま
で

ほ
ど
遠
く
な
っ
て
い
る
が
、
古
代
に
お
い
て
は
国
道
の
あ
た
り
ま
で
海
岸
線
が
入
り
こ
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
苅
田
町
は
京
都
郡
の
最
北
端

に
位
置
し
、
高
城
山
、
三
石
山
の
山
脈
が
町
の
北
か
ら
西
南
に
縦
走
し
て
い
て
、
こ
の
東
方
に
傾
斜
す
る
山
麓
か
ら
た
だ
ち
に
周
防
灘
に
面
し

た
南
北
に
狭
長
な
海
岸
平
野
を
形
成
し
て
い
る
3

こ
の
海
岸
ぞ
い
に
縦
貫
す
る
国
道
が
古
代
以
来
の
幹
線
ル

l
ト
で
あ
っ
て
、
古
代
に
お
け
る

刈
田
駅
が
お
か
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
こ
の
地
は
山
と
海
に
迫
ら
れ
た
峠
道
を
な
す
と
こ
ろ
で
、
筑
前
と
豊
前
を
結
ぶ
関
所
的
性
格
を
示
し

て
い
る
。
現
在
の
国
鉄
日
豊
本
線
も
国
道
に
沿
っ
て
そ
れ
よ
り
や
や
西
寄
り
の
山
麓
を
走
っ
て
い
る
c

初
期
に
お
け
る
豊
前
国
府
は
行
橋
駅
西

方
の
下
津
熊
、
上
津
熊
の
あ
た
り
に
比
定
さ
れ
、
そ
の
北
に
あ
る
草
野
付
近
に
古
代
の
平
野
津
が
比
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
付
近
は

瀬
戸
内
海
の
西
端
に
あ
た
り
、
畿
内
か
ら
九
州
に
至
る
際
の
上
陸
地
点
で
あ
る
c

ま
さ
に
古
代
に
お
け
る
海
陸
交
通
上
の
要
衝
を
占
め
て
い

た
。
四
世
紀
代
に
は
じ
め
て
畿
内
型
古
墳
文
化
が
現
わ
れ
た
の
も
こ
の
地
で
あ
り
、
石
塚
山
古
墳
に
は
じ
ま
り
御
所
山
古
墳
、
番
塚
古
墳
な
ど

の
前
方
後
円
墳
が
築
造
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
西
方
の
山
中
に
は
六
世
紀
代
か
ら
十
世
紀
代
に
及
ぶ
須
恵
器
生
産
窯
跡
の
一
大
鮮
築
地
帯
が
形

成
さ
れ
て
い
て
、
古
代
窯
業
の
重
要
な
地
域
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
陶
馬
が
集
中
し
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
屡
々
い
わ
れ

る
よ
う
な
峠
神
を
把
る
と
い
う
よ
う
な
交
通
上
の
祭
担
に
使
用
さ
れ
た
性
格
を
考
え
る
に
十
分
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
向
野
窯
跡
で
発
見
さ
れ
た

土
馬
資
料
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
土
馬
が
こ
の
地
の
須
恵
器
窯
で
生
産
さ
れ
、
そ
の
時
期
も
六
世
紀
後
半
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
う
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
こ
と
は
、

こ
の
種
遺
物
の
多
く
が
確
実
な
時
期
比
定
を
行
な
う
上
に
必
要
な
共
伴
資
料
を
見
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
と
考
え
あ
わ
せ
て
き

わ
め
て
貴
重
な
成
果
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ー

代

形

代

応

考

（
小
間
）

一
五
九
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（1
）
こ
の
窯
跡
の
調
査
に
は
筆
者
の
ほ
か
黒
野
店
車
、
前
川
戚
洋
両
氏
の
協
力
が
あ
っ
た
が
、
県
教
委
相
当
者
の
．
不
親
切
な
発
言
の
た
め
に
町
教
委
側
と
の

聞
に
組
断
を
生
じ
、
と
り
あ
え
ず
筆
者
の
自
費
に
よ
っ
て
一
九
六
七
年
三
月
二
八
・
二
九
日
の
両
日
燃
焼
部
を
調
資
し
た
の
み
で
中
断
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。
そ
の
後
、
工
事
に
よ
っ
て
未
調
査
の
ま
ま
に
窯
跡
は
煙
滅
し
た
。
な
お
、
調
査
の
詳
細
は
別
に
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

（2
）
小
田
富
士
雄
「
九
州
の
須
恵
器
序
説

l
編
年
の
方
法
と
実
例
（
豊
前
の
場
合
〉
｜
」
九
州
考
古
学
忽
・
一
九
六
四
。

第

wmに
つ
い
て
は
そ
の
後
資
料
の
増
加
に
よ
っ
て
二
分
し
て
A
、
B
二
小
期
を
立
て
た
の
で
あ
る
が
、
布
の
編
年
凶
に
－
一
小
し
た
資
料
は
B
期
に
あ
た
る

も
の
で
あ
る
。

（3
〉
半
野
邦
雄
「
豊
前
の
条
里
と
国
府
｜
古
代
政
治
勢
力
の
所
在
を
め
ぐ
っ
て

l
」
九
州
工
業
大
学
研
究
報
告
・
人
文
社
会
科
学
6
号
・
一
九
五
八
。

（4
）
小
田
富
士
雄
「
古
代
・
中
恨
の
窯
業
l
九
州
」
日
本
の
考
古
学
班
・
一
九
六
七
。

〔
追
記
U

稿
成
っ
て
、
行
橋
市
の
定
村
賞
二
氏
よ
り
岡
市
稲
童
の
海
山
砂
丘
か
ら
発
見
さ
れ
た
素
焼
の
鞍
を
つ
け
た
と
忠
わ
れ
る
土
馬
の
新
例
を
も
た
ら
さ

れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
諸
例
と
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
時
代
も
不
明
で
あ
る
。
後
日
紹
介
し
た
い
。

ニ
、
九
州
に
お
け
る
土
馬
出
土
地

わ
が
国
に
お
け
る
土
馬
の
発
見
は
一
九
六
五
年
に
大
場
磐
雄
博
士
が
作
成
し
た
地
名
表
に
よ
れ
ば
一
一
六
カ
所
で
、
九
州
地
方
は
一
五
カ
所

で
あ
っ
た
c

そ
こ
で
今
回
豊
前
地
方
の
新
出
資
料
の
調
査
を
機
に
改
め
て
九
州
地
方
の
土
馬
資
料
地
名
表
を
作
成
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。
な
お
、
番
号
に

O
を
付
し
た
も
の
は
須
恵
質
、
他
は
土
師
質
で
あ
る
。

発

見

地

備

’l
i

l

 

t
－

－

－

 

付
近
l乙
窯
跡
あ
り｜考

｜文

｜献
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(3) (ll (2) Ill ! 

混
入
か

二
例
、
森
貞
次
郎
報

④③②①  

福
岡
県
宗
像
郡
宗
像
町
河
東
・
大
浦

M

宗
一
郡
宗
像
町
須
恵

飯
塚
市
立
岩
・
上
立
岩

飯
塚
市
立
岩
・
下
方
・
甘
木
山



5

H

嘉
穂
郡
穂
波
町
太
郎
丸

⑥

M

京
都
郡
苅
田
町
馬
場

⑦

M

京
都
郡
苅
田
町
新
津
・
掘
の
口

③

H

京
都
郡
苅
田
町
松
山
・
中
洲

⑨

H

京
都
郡
苅
田
町
向
野

叩

H

筑
紫
郡
春
日
町
下
山
口
水
・
大
塚

口
佐
賀
県
小
城
郡
小
城
町
坂
井

ロ
熊
本
県
玉
名
郡
長
洲
町
腹
赤

日

M

玉
名
郡
菊
水
町
江
田
・
清
原

U

H

玉
名
郡
菊
水
町
江
田
・
諏
訪
原

刊
M

H

山
鹿
市
川
辺

m

m

山
鹿
市
椿
井
・
御
園

判

U

H

山
鹿
市
鍋
同
・
中
村

m

m

菊
池
郡
大
津
町
岩
坂

泊

H

泊
池
市
西
寺
・
古
閑

⑮

H

熊
本
市
新
南
部
町
B
地
点

m

H

熊
本
市
黒
髪
町
小
臨
時

m

H

熊
本
市
大
江
町
渡
鹿
・
練
兵
場

n

o
熊
本
市
千
反
畑
町

川
崎

M

熊
本
市
北
久
根
山

お
が
熊
本
市
出
水
町
蚕
業
試
験
場

m

H

熊
本
市
（
詳
細
不
明
）

＠

H

宇
土
郡
不
知
火
町
小
曽
部

お
鹿
児
島
県
伊
佐
郡
菱
刈
町
議
ノ
神

森
貞
次
郎
報

古

代

形

代

馬

考

（
小
間
）

1i窯H 火
葬
基

祭
犯
跡

手
摂
土
探
2

域跡

須
恵
器

人
形
・
土
製
勾
玉
・
小
形
手
抑
土
総
・
土
師
探
な
ど

塚

縄
文
土
器
そ
の
他

小
形
予
判
土
総

弥
生
士
総
・
土
川
部
・
石
餓
・
石
斧
な
ど

須
恵
器
・
土
師
器
・
瓦
・
土
製
紡
錘
車
な
ど

須
恵
蔵
骨
器
・
男
女
土
偶
各
四

土
偶
・
土
鏡
・
須
恵
斑

実

査
実

査
実
査
、
混
入
か

実

査
実

査
西
健
一
郎
報
、
混
入
か

実

査
実

査
実

資
実

査
乙
益
重
降
報

隈
昭
志
報

実

査

実

資
実

査
実

査
実

I
1

四
例
、
行
方
不
明

三
例
、
実
資

一六

(41 

(5) (5) 

(3) 

(3) (7) (3) (6) (3) 13) 13113) (4) (41 
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Jき

（
小
間
）

一占ハ

献

川
田
中
小
山
中
夫
「
筑
前
発
見
祝
盆
応
の
二
例
」
考
刊
学
雑
誌
お
の
7
、
一
九
三
五

Q

凶
中
山
．
半
次
郎
「
筑
前
国
発
見
の
土
馬
」
考
古
学
雑
誌
4
の
ロ
、
一
九
一
四
。

回
大
場
磐
雄
「
上
代
鳥
形
遺
物
再
考
」
国
学
院
雑
誌
町
の
1
、
一
九
六
六
。

凶
島
津
義
昭
「
土
製
馬
l
熊
本
県
の
例
l
」
若
木
考
古
潟
、
一
九
六
五
。

回
限
昭
士
山
「
川
辺
、
鍋
回
出
土
土
馬
」
チ
ブ
サ
ン
9
、
一
九
六
七
。

な
お
「
泊
・
山
鹿
市
椿
井
・
御
園
」
は
右
文
献
に
「
山
鹿
市
鍋
田
」
と
報
告
さ
れ
た
が
、
乙
益
重
隆
氏
の
御
教
一
不
に
よ
り
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る

Q

附
「
学
界
点
悩
」
東
京
考
古
学
会
々
報
・
貝
塚
7

（
一
九
三
九
・
二
・
一
五
%

間
「
宇
土
高
校
社
会
部
報
」

1
、
一
九
六
七
。

な
お
、
水
資
料
調
査
に
は
宇
土
市
の
常
惚
卯
三
郎
氏
を
訪
ね
た
が
実
日
比
す
る
こ
と
が
山
山
き
ず
、
坂
本
経
ド
孔
、
限

た。

文

附
k
u
氏
ら
の
御
川
町
怠
で
知
る
こ
と
が
で
き

め
て
少
な
い
。

以
上
が
筆
者
の
あ
つ
め
え
た
土
馬
出
土
遺
物
の
一
覧
で
あ
る
が
、
遺
跡
の
性
格
を
確
定
で
き
る
も
の
、
共
伴
資
料
を
あ
げ
う
る
遺
跡
は
き
わ

ま
た
出
土
状
態
明
ら
か
な
も
の
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
多
く
は
水
田
、
畑
地
な
ど
の
耕
作
に
よ
る
偶
然
の
発
見
例
で
占
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
土
馬
の
土
質
に
は
須
恵
質
の
い
わ
ゆ
る
陶
馬
と
、

土
師
質
の
も
の
が
あ
る
が
、
前
者
が
一

O
遺
跡
、
後
者
が
一
八
遺
跡
と
な
っ
て

い
る
。
以
上
の
諸
遺
跡
の
う
ち
考
察
の
手
が
か
り
に
な
り
そ
う
な
も
の
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

先
ず
窯
跡
の
出
土
例
と
し
て
は
筑
前
宗
像
郡
大
浦
及
び
須
恵
、
豊
前
京
都
郡
向
野
の
三
例
が
あ
る
。
筑
前
の
二
例
の
報
告
は
す
で
に
古
い
も

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
須
恵
器
生
産
窯
跡
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
て
い
る
。
惜
し
む
ら
く
は
当
時
須
恵
器
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
時
代
の

報
告
で
あ
る
た
め
に
適
確
な
時
代
を
知
り
え
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
宗
像
郡
須
恵
付
近
の
窯
跡
に
は
七
、
八
世
紀
代
の
須
恵
器
が
多
い
こ
と
か

ら
み
て
、
ほ
ぼ
こ
の
頃
よ
り
は
下
ら
な
い
で
あ
ろ
う
ο

そ
う
す
れ
ば
六
世
紀
後
半
に
比
定
さ
れ
る
豊
前
向
野
宮
市
跡
を
上
限
と
し
て
、
奈
良
時
代

に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
う
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
陶
馬
が
製
作
さ
れ
た
年
代
を
正
確
に
で
き
る
点
で
、
窯
跡
の
発
見
例
は
重
要
で
あ

る
。
そ
の
意
味
か
ら
も
向
野
窯
跡
の
価
値
は
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と
が
改
め
て
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



次
に
古
墳
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
に
筑
前
筑
紫
郡
下
白
水
の
大
塚
前
方
後
円
墳
の
前
方
部
出
土
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
道
路
工
事
の
た
め
に
前

方
部
の
先
端
が
け
ず
り
取
ら
れ
た
際
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
小
形
の
土
偶
、
土
製
勾
玉
、
手
握
土
器
、
土
師
器
（
木
業
底
）
な
ど
と
共

伴
し
て
お
り
、
一
見
馬
と
も
犬
と
も
判
じ
が
た
く
、
土
獣
と
い
う
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
土
師
質
で
あ
る
。
な
か
で
も
土
偶
は
古
く

福
岡
県
糸
島
郡
御
床
松
原
の
砂
丘
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
と
類
似
し
て
い
巧
、
そ
の
年
代
を
事
え
る
上
に
重
要
で
あ
る
。
発
見
当
時
観
察
さ
れ

た
渡
辺
正
気
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
土
製
品
は
前
方
部
の
一
カ
所
に
埋
納
さ
れ
た
よ
う
な
状
態
で
は
な
く
、
封
土
築
成
に
あ
た
っ
て
版
築
状
態

の
各
所
に
混
入
し
た
よ
う
に
み
え
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
発
見
さ
れ
る
土
製
品
の
深
さ
も
一
定
し
て
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
現
在

の
と
こ
ろ
古
墳
に
と
も
な
う
祭
把
説
と
、
偶
然
混
入
し
た
と
み
る
説
が
あ
っ
て
定
説
を
え
て
い
な
い
。

次
に
火
葬
墓
で
は
肥
後
熊
本
市
出
水
町
蚕
業
試
験
場
の
例
が
あ
る
。

次
の
よ
う
な
報
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

現
在
資
料
は
行
方
不
明
で
あ
る
が
、
「
貝
塚
」

7
号
（
一
九
三
九
）
に

下
林
繁
夫
氏
は
熊
本
市
蚕
業
試
験
場
構
内
に
て
発
見
せ
ら
れ
た
火
葬
骨
を
蔵
せ
る
祝
部
土
器
に
つ
い
て
研
究
中
で
あ
る
。

土
偶
十
二
個
が
伴
出
し
、
男
子
像
及
び
女
子
像
と
恩
は
れ
る
も
の
及
び
馬
形
像
各
四
個
づ
つ
あ
る
。

乙
の
骨
壷
に
は
小
さ
な
素
焼
の

火
葬
墓
に
伴
な
う
副
葬
品
か
祭
記
品
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
奈
良
時
付
頃
に
比
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
共
伴
資
料
か
ら
明
ら
か
に
祭
把
遺
跡
と
判
断
さ
れ
る
も
の
に
豊
前
京
都
郡
馬
場
、
肥
後
山
鹿
市
川
辺
、
薩
摩
伊
佐
郡
塞
ノ
神
が
あ
る
。

馬
場
例
は
二
個
、
川
辺
例
は
一
個
の
半
球
形
厚
手
の
小
形
手
担
土
器
を
共
伴
し
た
。
塞
ノ
神
例
に
つ
い
て
は
、
大
場
磐
雄
、
森
貞
次
郎
、
乙
益

重
隆
氏
ら
の
実
地
踏
査
に
も
と
づ
く
御
教
示
を
得
た
。
土
偶
・
土
鏡
を
伴
出
し
て
い
て
七
世
紀
末
か
八
世
紀
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
大
場
博

士
は
遺
跡
付
近
に
小
さ
い
峠
が
あ
っ
て
、
今
も
塞
の
神
が
奉
記
さ
れ
て
い
る
の
で
峠
神
の
祭
担
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
「
と
こ
ろ
が
こ

の
地
で
は
一
九
六
四
年
噴
に
再
び
祭
把
遺
物
の
発
見
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
最
初
に
発
見
さ
れ
た
遺
物
は
須
恵
器
の
壷
に
収
め
ら
れ
て

お
り
、
ま
だ
実
査
の
機
を
得
な
い
が
、
森
博
士
の
恵
与
さ
れ
た
写
真
に
よ
っ
て
判
断
す
れ
ば
や
は
り
奈
良
時
代
噴
と
推
定
さ
れ
る

（
図
版
四
参

照）。

古

代
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形

代

馬

考
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小
田
〉

一・六－



古

代

形

代

馬

考

以
上
は
性
格
の
判
定
が
で
き
る
土
馬
の

例
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
例
は
土
馬
の

出
土
例
全
体
か
ら
み
れ
ば
ご
く
一
部
に
し

か
す
ぎ
な
い
。

多
く
は
単
独
出
土
で
あ

り
、
ま
た
偶
然
の
発
見
で
あ
る
た
め
に
考

察
の
手
が
か
り
を
つ
か
む
こ
と
は
む
ず
か

し
い
。
そ
こ
で
土
馬
自
体
に
つ
い
て
観
察

を
こ
こ
ろ
み
て
み
る
と
、
須
恵
質
、
土
師

質
の
土
質
に
よ
る
分
類
の
ほ
か
に
、
形
態

的
な
相
違
が
指
摘
で
き
る
。
先
ず
大
別
し

て
裸
馬
と
鞍
、
手
綱
、
革
帯
な
ど
を
付
し

た
飾
馬
と
に
分
け
ら
れ
る
。
陶
馬
で
は
筑

前
の
宗
像
郡
須
恵
、
飯
塚
市
甘
木
山
、
京

都
郡
中
洲
、
肥
後
の
熊
本
市
新
南
部
、
宇 （

小
田
〉

一
六
四

第5図陶馬実測図

上・中：筑前飯塚市甘木山（森貞次郎氏原図〕
下 ：肥後字土l市小曽部（字土高校社会部報原／雪）

土
郡
小
曽
部
の
例
が
あ
る
。
装
備
の
表
現
に
も
鞍
な
ど
を
粘
土
貼
付
に
よ
っ
て
写
実
的
に
示
す
も
の
と
、
陶
馬
の
表
面
に
箆
描
き
で
簡
略
化
し

て
示
す
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
時
代
的
な
相
違
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
肥
後
地
方
発
見
の
土
師
質
土
馬
は
多
く
鞍
を
粘
土

貼
付
で
表
現
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
剥
落
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
大
き
さ
も
ほ
ぼ
一

O
糎
大
の
体
長
に
統
一
さ
れ
て
い
て
馬

の
姿
体
に
も
不
思
議
に
共
通
し
た
表
現
が
と
ら
れ
、
肥
後
形
式
と
称
し
て
も
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
四
肢
を
踏
ま
え
、
胴
体
の
断

面
は
陶
馬
が
上
下
に
長
い
楕
円
形
を
と
る
に
対
し
て
左
右
に
長
い
。

尾
は
陶
馬
が
水
平
に
の
ば
し
て
い
る
の
に
対
し
て
一
坦
上
に
向
け
て
か
ら
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古

代

形

代

馬

考

ハ
小
田
）

地
名
表
の

u
i
u、
m
t
m、
miuA、
舗
な
ど
肥
後
地

ま
た
こ
れ

屈
曲
さ
せ
て
下
に
垂
れ
る
も
の
と
、
短
か
く
上
方
に
突
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

一
六
六

方
の
多
く
の
土
馬
が
こ
の
範
鋳
に
属
し
て
い
る
c

し
か
も
よ
く
み
る
と
、
鞍
上
に
何
物
か
乗
っ
て
い
た
形
跡
す
ら
み
と
め
ら
れ
る
。

ら
の
土
馬
は
土
質
が
一
般
の
土
師
質
馬
よ
り
も
や
や
硬
質
で
あ
る
。
あ
る
い
は
時
代
が
奈
良
時
代
よ
り
も
下
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
疑

い
も
生
じ
て
く
る
。
こ
の
地
方
で
は
現
在
民
芸
品
と
し
て
陽
物
を
抱
い
た
表
現
の
い
わ
ゆ
る
「
木
葉
猿
」
が
あ
り
、
そ
の
前
身
か
と
も
思
わ
れ

る
馬
乗
猿
な
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
こ
の
系
譜
に
つ
な
が
る
も
の
の
古
形
品
か
と
も
思
考
し
て
い
る
。
そ
う
す
れ
ば
肥
後
地
方
に
特
殊
な
発
達

を
み
た
民
芸
品
の
由
来
を
究
明
し
て
み
な
け
れ
ば
解
決
は
望
め
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
方
面
の
研
究
に
つ
い
て
は
当
地
に
赴
い
た
際
、
有
識

者
に
種
々
質
し
て
み
た
が
解
答
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
山
鹿
市
川
辺
（
日
）
例
に
つ
い
て
は
以
上
の
も
の
と
著
し
く
異
っ
た
形
態
を

示
し
て
い
る
。
体
長
八
糎
と
小
形
で
あ
り
、
首
は
属
平
で
背
に
切
り
こ
み
を
な
ら
べ
て
立
髪
を
あ
ら
わ
し
、
顔
の
輪
郭
、
目
、
口
な
ど
よ
く
罵

の
特
徴
を
と
ら
え
て
い
る
。
こ
れ
に
は
小
形
手
担
土
器
が
伴
な
っ
て
い
た
ら
し
く
、
乙
益
重
隆
教
授
か
ら
一
九
五

O
年
噴
に
調
査
さ
れ
た
実
測

図
を
贈
ら
れ
た
。
こ
れ
は
各
地
発
見
の
土
馬
の
形
態
と
も
あ
わ
せ
み
て
、
奈
色
時
代
よ
り
下

す
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
次
に
肥
前
小
城
郡
坂
井
、
薩
摩
伊
佐
郡
塞
ノ
神
の
例
は
土
師

質
の
裸
馬
形
式
で
あ
る
が
陶
馬
に
似
た
形
態
を
と
っ
て
い
る
。

が
、
後
者
は
諸
種
の
祭
把
土
製
品
を
伴
い
、
あ
る
い
は
壷
内
に
収
め
ら
れ
て
い
た
の
で
奈
良

時
代
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
九
州
地
方
の
土
馬
資
料
も
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の

前
者
は
単
独
出
土
で
あ
る

行
な
わ
れ
た
年
代
の
み
な
ら
ず
、
出
土
遺
跡
の
性
格
も
一
定
し
て
お
ら
ず
、
今
後
さ
ら
に
究

明
し
て
ゆ
く
必
要
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

註

（

1
）
 

大
場
磐
雄
「
上
代
馬
形
遺
物
再
考
」
国
学
院
雑
誌
町
の
1
、
一
九
六
六
。

5αn 

第7図 山鹿市川辺の手担土器
（乙益重隆氏原図〕



第
一
瞬
第
鈎

（2
）
「
北
九
州
古
文
化
図
鑑
」

関
、
一
九
五
O
。

（3
）
乙
盛
重
隆
教
授
よ
り
の
私
信
に
よ
る
。

（4
）
能
（
1
）
文
献
に
は
「
春
ケ
丘
」
と
な
っ

て
い
る
が
森
貞
次
郎
先
生
の
調
査
に
よ
っ
て

「
甘
木
山
」
に
改
め
た
。

回
、
沖
ノ
島
祭
租
遺
跡
の
石
製
馬
代

筑
前
宗
像
郡
沖
ノ
島
は
玄
海
灘
に
浮
か
ぶ
絶
海

の
孤
島
で
、
宗
像
郡
神
湊
の
沖
合
約
六

O
粁
の
と

こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
。
沖
ノ
島
か
ら
は
北
九

州
、
壱
岐
、
対
島
、
長
門
な
ど
を
ほ
ぼ
等
距
離
に

望
む
位
置
を
占
め
て
い
て
、
古
来
大
陸
交
渉
史

上
、
「
海
北
道
中
」

て
い
る
。
島
の
周
囲
約
四
粁
、
絶
壁
海
に
迫
り
、

と
い
わ
れ
た
航
路
に
あ
た
っ

島
内
原
始
林
に
お
お
わ
れ
て
奇
観
を
呈
し
て
い

る
。
こ
の
島
の
南
西
面
、
標
高
八

O
米
の
あ
た
り

に
は
古
来
、
宗
像
三
女
神
の
一
神
で
あ
る
多
紀
理

毘
売
命
を
車
暗
記
す
る
奥
津
宮
が
鎮
座
し
て
い
る
。

社
殿
の
周
囲
に
は
高
さ
一

O
米
に
及
ぶ
よ
う
な
巨

古

代

形

代

馬

考

（
小
田
〉

裸 j馬式

~ B 
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C 

D 

二
ハ
七
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古

代

形

代

馬

考

（
小
田
）

一
六
八

岩
が
あ
つ
ま
り
、
そ
の
岩
上
に
、
あ
る
い
は
岩
蔭
に
、
さ
ら
に
は
露
天
の
場
所
に
祭
把
品
が
奉
献
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
島
の
祭
杷
遺
跡
に
つ
い
て
は
江
戸
時
代
に
員
原
益
軒
が
そ
の
著
「
筑
前
国
続
風
土
記
」
に
記
し
て
よ
り
世
に
知
ら
れ
、

お
か
危
ぐ
ら

「
御
金
蔵
」
と
称
さ
れ
る
洞
穴
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
遺
物
が
宗
像
神
社
に
保
管
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
明
治
二
一
年
に
は
江
藤
正
澄
が
渡
島

し
て
社
殿
周
辺
か
ら
祭
把
遺
物
を
将
来
日
、
や
が
て
こ
れ
ら
遺
品
に
つ
い
て
柴
田
常
蔵
、
田
中
幸
だ
、
豊
元
鹿
、
梅
原
末
縦
ら
諸
学
者
の
紹

社
殿
横
の

介
、
考
証
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
遺
跡
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
学
術
調
査
は
、
官
幣
大
社
宗
像
神
社
の
神
域
と
し
て
厳
重

に
管
理
さ
れ
て
い
た
た
め
に
実
現
し
な
か
っ
た
。

や
が
て
第
二
次
世
界
大
戦
後
を
む
か
え
た
昭
和
二
九
年
か
ら
宗
像
大
社
復
興
期
成
会
の
一
事

業
と
し
て
祭
把
遺
跡
の
調
査
が
行
な
わ
れ
、
三
三
年
に
及
ん
だ
。
こ
の
報
告
書
刊
行
を
通
じ
て
は
じ
め
て
祭
担
遺
跡
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
四
四
年
か
ら
調
査
は
再
開
さ
れ
て
今
日
に
及
ん
で
い
る
。
か
く
し
て
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
た
遺
跡
数
は
二
三
カ
所
に
の
ぼ

り
、
時
代
も
四
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
代
に
及
ん
で
い
る
。

時
代
の
変
遷
と
各
遺
跡
の
関
係
に
つ
い
て
の
詳
細
は
既
刊
報
告
書
に
ゆ
ず
る
が
、
本
稿
で
は
こ
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
る
滑
石
製
の
形
代
馬

を
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
将
来
品
で
は
馬
形
品
計
一

O
個
は
す
べ
て
第
四
号
遺
跡
（
御
金
蔵
）

た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
四
五
年
度
の
調
査
で
は
第
三
号
遺
跡
一
個
、
第
一
号
遺
跡
か
ら
百
個
以
上
に
の
ぼ
る
馬
形
品
が
発
見
さ
れ
た
。
し
た
が
っ

て
前
固
ま
で
の
報
告
書
で
整
理
さ
れ
た
分
類
や
年
代
観
に
も
修
正
を
要
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
長
方
形
の
滑
石
板
を
加
工
し
て
製
作
さ
れ
た
馬

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

形
は
全
長
二

O
糎
か
ら
小
さ
い
も
の
で
は
一

O
糎
た
ら
ず
に
ま
で
及
ん
で
い
る
が
、
大
別
し
て
鞍
を
つ
け
た
飾
馬
と
裸
馬
の
二
形
式
に
分
け
ら

れ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
と
変
ら
な
い
。
馬
形
の
形
式
分
類
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

飾

馬

式

A
類
！
最
も
写
実
的
に
馬
の
姿
態
を
と
ら
え
、
首
は
顎
を
く
り
こ
み
、
目
、
鼻
、
口
な
ど
の
表
現
が
あ
り
、
尾
部
は
細
く
削
っ
て
い
る
。

背
に
中
凹
み
の
鞍
を
の
せ
る
。

B
類
｜
A
類
に
ほ
ぼ
近
い
が
、
滑
石
板
の
上
縁
の
三
カ
所
を
幅
広
く
削
り
と
っ
て
鞍
を
つ
け
た
表
現
を
す
る
た
め
に
、
鞍
の
中
央
が
胴
体



に
深
く
食
い
こ
ん
だ
よ
う
に
な
り
、
目
、
鼻
、
口
も
省
略
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

C
類
｜
頭
か
ら
尾
へ
む
か
つ
て
次
第
に
ニ
カ
所
に
段
落
ち
を
つ
け
て
、
頭
と
鞍
の
前
輪
の
区
別
を
省
略
し
た
形
で
あ
る
。

D
類
｜
長
方
形
板
の
上
縁
に
三
カ
所
、
下
縁
に
一
カ
所
の
削
り
こ
み
を
入
れ
て
鞍
を
つ
け
た
様
子
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

E
類
｜
背
と
首
に
あ
た
る
と
こ
ろ
に
ゆ
る
や
か
な
剥
り
を
入
れ
て
わ
ず
か
に
鞍
を
つ
け
た
様
子
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

裸

馬

式

A類｜飾馬式A類の鞍をのぞいた形である。背にゆるやかな起伏をつけて裸馬の姿体をたくみにとらえている。目、

鼻、口の表現はない。

B類｜長方形板の両端をとがらせ、上下縁に対照的な幅広い剥りこみを入れて腹背の区別は明瞭でない。

C類｜長方形板の四周をほとんど加工せず、顎にあたるところにわずかな削りを加えるにすぎない。

D類｜上下縁への加工はあるかなきか明瞭でなく、単なる石板塊のようにみえるもの。

以上のような分類は両形式とも写実的なものから省略形へという経過をたどる順

序を示したものである。この分類にしたがって遺跡別の発見状況を整理すれば上表

のようになる。従来、沖ノ島の祭把遺跡として知られていたのは第四号遺跡（御金

蔵）だけであって、宗像神社にもたらされていたものもすべて御金蔵から発見され

たということになっていた。しかしながら現在では二Oカ所をこえる遺跡が知ら

れ、各遺跡のなかにも時代的序列があることもわかってくると、必ずしもこれまで

の将来品が伝える如くすべて御金蔵であるという点には疑いが生じてくる。そこで

明治二一年に渡島した江藤正澄の紀的を検討してみると、第一号、第三号、第四号
1号Is号 4号｜辺津宮

飾
A 。
B 

馬 C 。。
D 0 ・

式 E ｜・

裸
A 

馬
B 。 ． 
C 。 ． 

式 D 。 ‘． 

古

代

形

代

馬

考

な
ど
の
社
殿
周
辺
の
各
地
を
捜
索
し
て
遺
品
を
持
帰
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ

（
小
田
）

二
ハ
九



’H

山

代

形

代

馬

考

（
小
田
）

一七
O

ら
に
前
回
の
調
査
で
は
第
七
号
、
第
八
号
な
ど
の
六
世
紀
代
に
比
定
さ
れ
て
い
る
遺
跡
に
は
滑
石
形
代
類
の
発
見
は
な
い
の
で
、
馬
形
の
出
現

は
古
墳
時
代
の
後
期
後
半
以
後
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
｝
。
さ
ら
に
昭
和
田
五
年
度
の
調
査
で
は
第
四
号
遺
跡
の
調
査
を
行
な
っ
た
が
、
第
七

号
、
第
八
号
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
ろ
う
と
い
う
所
見
に
達
し
、
滑
石
製
形
代
類
の
発
見
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
四
四
年
度
に
行
な
っ
た
第

五
号
遺
跡
で
は
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
及
ぶ
か
と
思
わ
れ
る
が
、
や
は
り
滑
石
製
形
代
類
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
か
「
と
こ
ろ
が
露
天
に
為
っ
て

お
び
た
だ
し
い
量
の
須
恵
器
が
集
積
し
て
い
る
第
一
号
遺
跡
は
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
は
じ
め

て
人
形
、
馬
形
、
舟
形
な
ど
の
滑
石
製
形
代
が
お
そ
ら
く
総
計
数
百
を
か
ぞ
え
る
ほ
ど
発
見
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
未
調
査
の
第
三
号
遺
跡
も
規

模
に
お
い
て
は
第
一
号
に
及
ば
な
い
が
、
時
代
は
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
や
は
り
滑
石
形
代
類
が
採
集
で
き
る
。
第
一
号
、
第
三
号
遺
跡
と
も
に
調

査
は
完
了
し
て
い
な
い
の
で
将
来
ま
だ
増
加
す
る
で
お
ろ
う
。
特
に
未
調
査
の
第
三
号
遺
跡
に
は
そ
の
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て

将
来
に
前
表
に
お
け
る
馬
形
の
未
見
形
式
の
項
が
埋
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
従
来
第
四
号
遺
跡
発
見
と
伝
え

ら
れ
て
収
蔵
さ
れ
て
き
た
滑
石
形
代
類
は
、
本
来
は
第
一
号
、
第
三
号
な
ど
の
遺
跡
に
還
元
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
推
論
に
導
く
こ

と
と
な
る
。
後
世
御
金
蔵
と
称
さ
れ
て
第
四
号
遺
跡
だ
け
が
認
識
さ
れ
た
の
は
、
社
殿
の
傍
ら
に
あ
っ
て
目
に
触
れ
や
す
い
洞
穴
を
な
し
て
お

り
、
後
世
の
祭
担
関
係
品
が
格
納
さ
れ
易
い
状
態
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
社
殿
周
辺
で
偶
々
露
出
し
て
発
見
さ
れ
た
古
代
祭
記
の

遺
品
も
採
集
さ
れ
る
と
、
そ
の
都
度
御
神
宝
と
し
て
御
金
蔵
に
再
奉
納
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
推
考
を
重
ね
て
き
て
、
滑

石
製
形
代
類
は
本
来
第
一
号
、
第
三
号
遺
跡
に
奉
献
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
時
代
も
八
世
紀
以
降
九
世
紀
代
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
結
果

に
到
達
し
た
。
こ
れ
は
前
回
の
報
告
を
か
な
り
修
正
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
特
に
そ
の
年
代
が
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
前
期
に
及
ぶ
噴
と
明

確
に
さ
だ
め
ら
れ
た
の
は
重
要
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

加
工
し
て
側
面
観
の
み
で
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

埼
玉
県
熊
谷
市
西
別
舵
（
一
三
例
）
な
ど
に
も
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
量
に
お
い
て
は
沖
ノ
島
に
比
肩
す
る
も
の
を
知
ら
な
い
。
宗
像

滑
石
製
馬
形
は
い
づ
れ
も
土
馬
に
み
る
よ
う
な
四
肢
の
表
現
が
な
い
こ
と
が
先
ず
土
馬
と
の
著
し
い
相
違
点
で
あ
り
、
次
に
扇
平
な
石
板
を

滑
石
馬
を
出
し
た
山
口
県
平
井
（
一
例
）
、

こ
れ
は
沖
ノ
島
だ
け
で
な
く
、



神
は
航
海
神
で
あ
る
か
ら
、
沖
ノ
島
の
祭
把
が
海
上
交
通
に
際
し
て
航
海
安
全
を
祈
願
し
て
神
の
加
護
を
期
待
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
こ

れ
ま
で
に
も
説
か
れ
て
い
る
。
四
世
紀
以
来
、
大
和
政
権
の
朝
鮮
出
兵
、
倭
の
五
王
時
代
に
お
け
る
南
朝
通
交
、
八

i
九
世
紀
に
お
け
る
遺
唐

使
の
派
遣
な
ど
国
家
的
規
模
に
よ
る
対
外
交
渉
に
際
し
て
記
ら
れ
た
国
家
神
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
奉
献
品
の
質
、
量
か
ら
も
う
か

が
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
前
回
の
報
告
書
で
は
滑
石
形
代
類
の
意
義
に
つ
い
て
人
形
・
馬
形
は
無
病
息
災
を
祈
願
し
た
も
の
で
あ
り
、
舟
形

は
舟
に
代
っ
て
舟
子
達
の
交
通
安
全
を
祈
願
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
形
代
は
忌
む
べ
き
災
厄
を
身
代
り
に
背
負
っ
て
ゆ
く
べ
き
も
の
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
飾
馬
と
裸
馬
に
も
言
及
し
て
舟
代
に
お
け
る
飾
舟
と
独
木
舟
に
対
応
さ
せ
て
、
飾
馬
と
飾
舟
が
貴
族
の
奉
献
し
た
形
代

で
あ
り
、
裸
馬
と
独
木
舟
が
庶
民
の
形
代
で
あ
ろ
う
と
推
論
さ
れ
て
い
る
ニ
し
か
し
な
が
ら
形
代
の
意
味
は
す
べ
て
奉
献
す
る
人
の
身
代
り
品

と
の
み
解
釈
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
馬
代
、
舟
代
の
よ
う
な
も
の
は
貴
族
と
庶
民
で
形
式
を
異
に
す
る
ほ
ど
の
厳
格
な
区
別
を
も
っ
て

祭
把
に
臨
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
特
に
今
回
の
調
査
に
お
い
て
お
び
た
だ
し
い
量
の
須
恵
器
と
共
に
杷
ら
れ
た
滑
石
製
形
代
類
が
第
一
号
遺

跡
に
集
中
し
て
発
見
さ
れ
、
な
か
に
は
一

O
個
に
及
ぶ
奈
良
三
彩
壷
を
含
ん
で
い
て
国
家
祭
把
の
性
格
を
つ
よ
く
示
し
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に

は
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
鋳
造
の
皇
朝
銭
「
富
寿
神
宝
」
の
発
見
に
よ
っ
て
こ
の
遺
跡
の
下
限
も
ほ
ぼ
推
定
し
う
る
手
が
か
り
を
得
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
承
和
五
年
（
八
三
八
）
に
宗
像
社
に
度
僧
二
人
を
お
い
て
遣
唐
使
の
往
還
の
問
、
平
安
を
祈
ら
せ
た
と
い
う
「
続
日
本
後
紀
」
の

記
事
を
も
参
考
し
て
、
こ
の
第
一
号
遺
跡
の
祭
把
が
主
と
し
て
遣
唐
使
往
還
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
考
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
か
く
し

て
沖
ノ
島
祭
杷
に
お
け
る
馬
形
を
も
含
む
滑
石
形
代
類
が
遣
唐
使
派
遣
に
ふ
か
く
か
か
わ
る
祭
担
で
あ
っ
た
こ
と
を
察
せ
し
む
る
の
で
あ
る
。

八
世
紀
を
さ
か
の
ぼ
る
噴
に
は
特
に
朝
鮮
派
兵
な
ど
の
史
実
と
照
し
て
人
馬
の
渡
海
は
あ
る
が
、
遣
唐
使
の
往
来
時
代
に
下
っ
て
馬
の
渡
海
が

そ
れ
以
前
に
も
増
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
と
は
忠
わ
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
は
八
世
紀
以
前
の
祭
記
遺
跡
に
土
馬
な
ど
を
含
め
て
い
わ

ゆ
る
形
代
馬
が
奉
献
さ
れ
て
い
な
い
事
実
と
共
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

註

（

1
）
 

江
藤
正
澄
「
滅
津
島
紀
行
」
東
京
人
類
学
会
雑
誌
印
。

古

代

形

代

応

考

（
小
田
）

ーじ



古

代

形

代

馬

考

（
小
田
）

ー七

（

2
〉

（

3
）
 

（

4
）
 

柴
田
常
恵
「
沖
ノ
島
御
金
蔵
」
中
央
史
壇
臼
の
4
、
一
九
二
七
。

田
中
＋
主
穴
「
筑
前
沖
津
宮
の
石
削
減
模
造
品
」
考
古
学
雑
誌
お
の
2
、
一
九
三
五
。

豊
元
国
「
官
幣
大
社
宗
像
神
社
沖
津
宮
境
内
御
金
蔵
発
見
の
鐙
鏡
に
就
い
て
」
考
古
学
日
の
2
、
一
九
三
九
。

「
船
形
石
製
模
造
品
に
就
い
て
」
考
古
学
雑
誌
犯
の
9
、
初
の
2
、
一
九
三
八

1
一
九
四
O
。

「
官
幣
大
社
宗
像
神
社
沖
津
宮
境
内
網
金
蔵
発
見
の
金
属
遺
ロ
聞
に
就
い
て
「
考
古
学
日
の
3
、
一
九
四
0
0

（
5
）
梅
原
末
治
「
筑
前
宗
像
神
社
所
戯
の
古
鏡
に
就
い
て
」
考
古
学
日
の
3
、
一
九
四
0
0

（6
）
宗
像
神
社
復
興
期
成
会
編
「
沖
ノ
島
」
一
九
五
八
、
「
続
沖
ノ
島
」
一
九
六
一
。

（7
）
宗
像
神
社
復
興
期
成
会
編
「
沖
ノ
烏
I
｜
宗
像
大
社
沖
津
宮
祭
杷
遺
跡
昭
和
弘
年
度
調
査
概
報
l
」
一
九
七
O
。

（
8
）
弘
津
史
文
「
防
長
通
信
」
考
古
学
雑
誌
団
の
7
、
一
九
二
八
。

（9
）
大
場
磐
雄
弁
小
沢
国
平
「
新
発
見
の
祭
杷
遺
跡
」
史
述
と
美
術
的
ω
の
8
、
一
九
六
三
。

（
山
）
「
沖
ノ
烏
」
二
一

0
1二
一
一
頁
。

（
日
）
「
続
日
本
後
紀
」
巻
七
、
汲
和
五
年
三
月
甲
中
。
勅
目
。
遺
府
佼
頻
年
却
廻
。
未
レ
遂
回
一
過
海
一
。
夫
冥
霊
之
道
。
至
信
乃
応
。
神
明
之
徳
。
修
養
必

祐
。
宜
下
令
一
一
大
宰
府
監
己
上
一
。
毎
国
一
人
率
－
一
国
司
講
師
、
不
レ
論
－
一
当
国
他
国
一
。
択
一
一
年
廿
五
以
上
精
進
持
経
心
行
無
レ
変
者
一
。
度
レ
之
九
人
i

。
呑
襲

宮
二
人
。
大
臣
一
人
。
八
億
大
菩
薩
宮
二
人
。
宗
像
神
社
二
人
。
阿
蘇
神
社
二
人
。
於
ニ
国
分
寺
及
神
宮
寺
、
安
置
供
議
。
使
等
往
還
之
問
。
専
心
行
道
。

令
レ
得
ニ
穏
乎
一
。
云
々
。玉

、
古
代
馬
骨
出
土
資
料
と
そ
の
研
究
史

前
項
ま
で
に
九
州
に
お
け
る
土
馬
、
石
馬
な
ど
の
形
代
馬
の
出
土
例
を
調
べ
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
推
考
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に

先
立
つ
旧
石
器
時
代
に
と
も
な
う
馬
の
報
告
は
な
い
の
で
、
縄
文
、
弥
生
時
代
は
わ
が
国
に
は
じ
め
て
馬
が
登
場
し
た
時
期
で
あ
る
。

こ
れ
ま

で
各
地
の
発
掘
調
査
を
通
じ
て
、
古
代
馬
骨
の
報
告
例
が
集
積
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
ど
う
い
う
も
の
か
考
古
学
者
の
側
か
ら
そ
れ
ら
に
つ
い

て
積
極
的
な
発
言
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
む
し
ろ
農
業
経
済
史
、
人
類
学
、
畜
産
学
の
方
面
か
ら
の
研
究
に
注
目
す
べ
き
も
の
が

多
い
。
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
古
代
篤
骨
の
出
土
遺
跡
を
時
代
別
、
地
域
別
に
整
理
し
て
み
る
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。
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不
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古
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縄
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縄
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・
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↑
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一
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阪
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一

鳥
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県

一

一
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徳

島
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長

崎

県

一

一

1

一

一

熊

本

県

一

一

一

1

一

鹿

児

島

県

一

一

一

1
1
一

沖

縄

県

↑
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1 

表
中
で
時
期
が
中
1
後
期
ど
ち
ら
か
き
め
が
た
い
も
の
は
後
期
の
欄
に
入
れ
て
「
1
1」
の
よ
う
に
あ
ら
わ
し
た
。
ま
た
弥
生
J

古
墳
時
代
き
め
が
た
い
も
の
は
「

t
1」
の
よ
う
に
し
て
古
境
時
代
の
欄
に
入
れ
た
。

ま
ず
一
九
O
八
年
に
愛
知
県
熱
田
・
高
倉
貝
塚
（
弥
生
）
で
発
見
さ
れ
た
馬
の
門
歯
、
日
樹
各
一
本

と
右
前
肢
骨
に
平
行
横
線
二
五
本
を
刻
ん
だ
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

先
史
時
代
に
お
け
る
馬
骨
の
発
見
は
、

っ
．
つ
い
て
一
九
一
七
年
に
は
大
阪
府
・
国
府
遺
跡
で
腔
骨
下
端
、
梼
骨
下
端
、
掌
骨
各
一
個
と
臼
歯
四
本
が
発
見
さ
れ
向
。
九
州
で
は
一
九

一
九
年
に
は
熊
本
県
・
轟
貝
塚
（
縄
文
）
で
臼
歯
三
本
、

歯
二
、
門
歯
六
、
右
梼
骨
一
が
発
掘
さ
れ
た
。

一
九
二

O
年
に
は
鹿
児
島
県
・
出
水
貝
塚
で
馬
歯
二
本
が
発
見
さ
れ
、

つ
。
つ
い
て
臼

こ
れ
ら
諸
遺
跡
の
資
料
を
比
較
検
討
し
、
そ
の
後
も
ひ
き
つ
づ
い
て
縄
文
、
弥
生
時
代
の
馬
に

つ
い
て
調
べ
ら
れ
た
の
は
長
谷
部
言
人
民
で
あ
る
。
氏
の
帰
結
し
た
と
こ
ろ
は
縄
文
時
代
に
す
で
に
小
形
と
中
形
の
二
種
の
馬
が
飼
育
さ
れ
て

' A・



い
る
。
弥
生
時
代
に
は
中
形
馬
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
は
わ
が
国
の
在
来
馬
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
小
形
馬
も
そ
の
後
長
く
存
統
し

さ
ら
に
弥
生
時
代
に
は
大
形
馬
も
い
た
疑
い
さ
え
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
出
土
馬
の
系
譜
に
つ
い
て
は
小
形
馬
、

中
形
馬
と
も
に
蒙
古
馬
ほ
ど
骨
太
く
な
い
。
小
形
馬
は
四
川
、
雲
南
諸
省
を
は
じ
め
東
南
ア
ジ
ア
に
広
く
飼
育
さ
れ
て
い
る
も
の
に
類
す
る
け

れ
ど
も
、
縄
文
時
代
に
お
け
る
馬
の
原
産
地
を
こ
れ
ら
の
地
方
に
擬
す
る
の
は
早
計
で
あ
っ
て
、
中
形
馬
と
同
じ
く
西
域
以
西
に
求
め
ら
れ
る

た
形
跡
が
あ
る
。

で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る

さ
ら
に
そ
の
出
土
状
態
に
注
意
し
て
古

代
馬
の
性
格
に
ふ
れ
た
の
は
鳥
居
龍
蔵
氏
で
あ
る
。
氏
は
一
九
二

O
年
に
行
な
わ
れ
た
朝
鮮
・
金
海
貝
塚
の
報
告
書
に
対
す
る
書
評
の
な
か
で

馬
、
牛
の
骨
が
あ
る
の
に
注
意
し
て
、
家
畜
か
野
獣
か
は
決
め
難
い
が
、
他
の
隙
骨
片
と
同
一
処
に
折
ら
れ
て
在
る
状
態
か
ら
食
べ
ら
れ
た
の

は
明
ら
か
で
あ
り
、
系
譜
と
し
て
は
北
方
か
ら
米
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

加
茂
儀
一
氏
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
す
る
家
畜
史
の
大
著
を
ま
と
め
た
な
か
で
、
馬
を
最
初
に
日
本
に
も
た
ら
し
た
の
は
朝
鮮
原
始
人
種

の
ツ
ン
グ
l
ス
人
と
関
係
が
あ
り
、
グ
ル
パ
シ
系
の
馬
が
ス
キ
グ
イ
文
化
に
伴
っ
て
極
東
に
来
る
途
中
で
蒙
古
馬
と
混
血
し
た
ャ
こ
の
系
統
が

以
上
の
所
見
か
ら
古
代
出
土
馬
の
系
譜
、
野
生
馬
か
飼
養
馬
か
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
て
き
た
こ

小
さ
く
て
細
い
北
海
道
土
産
馬
、
木
曽
馬
、
宮
古
島
や
与
那
国
島
の
馬
な
ど
の
日
本
在
来
種
の
祖
先
に
な
っ
た
と
説
い
て
い
る
。

鋳
方
貞
亮
氏
は
わ
が
国
の
古
代
家
畜
史
を
ま
と
め
た
な
か
で
、

こ
れ
ま
で
の
考
古
学
調
査
に
お
け
る
馬
骨
の
発
見
や
研
究
を
も
参
照
し
て
、

わ
が
国
に
は
石
器
時
代
以
前
か
ら
野
生
馬
が
棲
息
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
狩
猟
の
対
象
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
古
墳
時
代
に
下
っ
て
は
じ
め
て

大
い
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
結
論
に
透
し
て
お
り
、
長
谷
部
氏
の
石
器
時
代
の
馬
で
も
家
畜
と
解
釈
す
る
傾
向
が
あ
る
の
を
批

判
し
て
い
る
。

直
良
信
夫
氏
も
多
年
の
資
料
調
査
を
ま
と
め
た
が
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る

νω
日
本
の
洪
積
世
は
野
馬
の
棲
息
に
は
不
適
当

な
自
然
環
境
で
あ
っ
た
か
ら
、
も
し
古
沖
積
世
に
い
た
な
ら
ば
大
陸
性
地
形
時
代
の
残
務
か
人
類
の
輸
入
で
あ
る
。
凶
日
本
石
器
時
代
の
最
古

の
馬
は
埼
玉
県
・
大
応
寺
前
貝
塚
（
縄
文
前
期
）
の
出
土
例
で
あ
り
、

こ
の
馬
の
よ
顎
臼
歯
は
蒙
古
馬
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
日
本
に
野
生
し

,r, 

代

形

代

馬

考

（
小
間
）

一
七
五



ー

代

形

代

応

考

（
小
田
）

一
七
六

た
の
で
な
け
れ
ば
原
産
地
は
北
東
ア
ジ
ア
大
陸
で
あ
る
。
そ
し
て
あ
る
程
度
馴
化
さ
れ
た
家
畜
馬
が
縄
文
前
期
末
に
創
始
さ
れ
た
こ
と
を
顧
恵

す
べ
き
で
あ
る
。
制
弥
生
時
代
に
は
馬
の
飼
育
は
一
一
層
す
す
み
、
早
く
渡
来
し
て
い
た
も
の
は
気
候
風
土
に
な
じ
ん
で
次
第
に
改
良
陶
汰
さ
れ

た
。
そ
し
て
体
駆
も
大
き
く
、
頑
健
に
な
っ
て
き
た
の
は
弥
生
末
期
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
で
あ
る
。

そ
れ
は
他
の
大
型
馬
と
の
交
配
結
果

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

林
田
重
幸
・
山
内
忠
平
の
両
氏
は
一
九
五
三

t
四
年
の
鹿
児
島
県
・
出
水
貝
塚
調
査
に
よ
っ
て
縄
文
後
期
の
層
か
ら
発
見
さ
れ
た
馬
骨
を
調

べ
、
歯
で
数
え
て
六
頭
、
骨
で
は
少
な
く
と
も
三
頭
以
上
を
確
認
し
た
。
林
田
氏
は
さ
ら
に
各
地
の
日
本
古
代
馬
の
四
肢
骨
を
計
測
し
、
現
存

す
る
ト
カ
ラ
馬
、
御
崎
馬
、
木
曽
馬
、
北
海
道
和
種
、
済
州
島
馬
、
蒙
古
馬
な
ど
の
そ
れ
と
比
較
し
て
次
の
よ
う
な
結
論
に
達
し
て
い
る
。

ω

日
本
古
代
馬
は
大
き
さ
か
ら
小
形
と
中
形
に
分
け
ら
れ
る
。

出
水
（
鹿
児
島
、
縄
文
）
、
田
結
（
長
崎
、
弥
生
）
、

瓜
郷
（
愛
知
、
弥
生
）
、
平

出
（
長
野
、
古
墳
）
、
余
山
（
千
葉
、
縄
文
）
、
野
上
（
栃
木
、
縄
文
）
の
馬
は
小
形
で
あ
り
、
熱
田
（
愛
知
、
弥
生
）
、
平
井
（
愛
知
、
縄
文
）
、

者
の
中
間
に
為
る
。

鴨
居
（
神
奈
川
、
弥
生
）
、
田
端
（
東
京
、
弥
生
）
の
馬
は
中
形
で
あ
る
。
カ
ラ
カ
ミ
（
長
崎
、
弥
生
）
、
原
ノ
辻
（
長
崎
、
弥
生
）
の
馬
は
両

朝
鮮
美
林
皇
の
馬
は
中
形
で
あ
る
。

ω
日
本
在
来
種
は
大
き
さ
か
ら
島
型
（
ト
カ
ラ
馬
）
と
内
地
型
（
木
曽
馬
、
御
崎

馬
、
北
海
道
和
種
）
に
分
け
ら
れ
、
前
者
は
体
高
平
均
一
一
四
・
五
糎
、
後
者
は
二
二
二
糎
内
外
で
あ
る
。

カ
ラ
馬
と
ほ
ぼ
同
大
で
、
済
州
島
、
西
南
支
那
大
陸
馬
（
四
川
馬
、
海
南
島
馬
）
と
も
同
大
で
あ
る
。
中
形
馬
は
内
地
型
在
来
種
及
び
狭
義
の

日
本
古
代
馬
の
う
ち
小
形
馬
は
ト

蒙
古
馬
と
ほ
ぼ
同
大
で
あ
る
。

開
漢
代
か
ら
宋
代
に
か
け
て
ト
カ
ラ
馬
と
聞
大
の
小
形
馬
が
朝
鮮
及
び
西
南
支
那
大
陸
（
雲
南
、

広
西
、

湖

南
、
海
南
）
に
果
下
馬
、
三
尺
馬
の
名
で
存
在
し
た
c

イ
シ
ド
シ
ナ
半
島
中
部
以
南
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
地
域
で
は
宋
代
噴
ま
で
馬
は
い
な
か

っ
た
。

ω日
本
石
器
時
代
に
は
鹿
、
猪
に
く
ら
べ
て
馬
は
非
常
に
少
な
く
、
骨
髄
を
食
用
に
供
す
る
た
め
の
人
為
的
破
砕
も
み
ら
れ
な
い
。
さ

ら
に
歯
か
ら
判
断
す
る
と
極
め
て
老
齢
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
貝
塚
出
土
の
馬
は
石
器
時
代
人
に
よ
っ
て
大
切
に
飼
養
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

× 

× 

× 

三
世
紀
の
「
雑
志
」
倭
人
伝
に
は
当
時
の
日
本
に
は
牛
馬
無
し
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

以
上
の
馬
骨
研
究
の
結
果
か
ら
、
縄
文
、
弥
生
時
代



を
通
じ
て
存
在
し
、
し
か
も
飼
養
さ
れ
て
い
た
形
跡
さ
へ
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
馬
飼
養
の
風
が
ど
の
程
度
普
及
し
て
い
た
も
の
か
は

疑
問
で
あ
る
ο

人
類
学
、
畜
産
学
方
面
か
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
日
本
古
代
馬
の
系
譜
論
は
ほ
ぼ
定
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
飼
育
の
時
期
に
つ

い
て
は
古
代
史
、
農
業
史
方
面
の
研
究
者
の
所
説
と
必
ず
し
も
一
致
を
み
て
い
な
い
。
む
し
ろ
前
者
の
石
器
時
代
飼
育
説
に
は
賛
同
し
な
い
む

き
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
次
に
古
墳
時
代
の
馬
骨
出
土
例
で
注
意
す
べ
き
二
つ
の
遺
跡
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

日
下
遺
跡
（
大
阪
府
東
大
阪
市
日
下
町
）

こ
の
遺
跡
は
一
九
二
六
年
以
来
三
回
に
わ
た
っ
て
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
主
と
し
て
淡
水
産
貝
塚
で
あ
る

υ

縄
文
晩
期
土
器
、
土
削
器
、

須
恵
器
の
混
在
す
る
複
雑
な
様
相
を
示
し
て
い
る
が
、

漢
式
系
土
器
を
発
掘
し
問
。

一
九
六
四
年
か
ら
堅
田
直
氏
が
再
調
査
を
は
じ
め
て
、

以
上
の
土
器
の
ほ
か
に
多
く
の

い
た
っ
た
（
図
版
六
）

Q

い
る
と
い
わ
れ
る
。
堅
田
氏
は
こ
の
馬
骨
の
時
期
に
あ
て
ら
れ
る
漢
式
系
土
器
の
年
代
を
五
世
紀
中
噴
過
ぎ
に
比
定
し
、
朝
鮮
か
ら
の
渡
来
者

か
帰
化
人
の
も
た
ら
し
た
も
の
と
考
え
て
日
下
式
土
器
の
名
称
を
与
え
て
い
る
が
、
韓
国
・
金
海
貝
塚
や
対
馬
の
古
境
か
ら
発
見
さ
れ
る
も
の

一
九
六
六
年
の
発
掘
で
ほ
と
ん
ど
全
骨
格
が
そ
ろ
っ
た
一
体
の
雄
の
馬
骨
が
埋
葬
さ
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
る
に

芝
田
清
吾
氏
の
鑑
定
で
は
年
齢
は
十
二
才
前
後
、
体
高
約
一
三

O
糎
の
中
形
古
代
馬
で
、
家
古
馬
の
特
徴
を
も
っ
て

と
ほ
ぼ
同
じ
金
海
式
土
器
と
称
し
て
い
る
も
の
に
あ
て
ら
れ
る
。

岡
第
一
号
古
墳
（
京
都
府
竹
野
郡
網
野
町
小
浜
）

こ
の
古
墳
は
砂
丘
に
営
ま
れ
た
横
穴
式
石
室
墳
で
採
砂
工
事
に
よ
っ
て
露
出
し
た
。

室
は
全
長
約
一

0
・
八
米
、
玄
室
は
長
さ
六
・
六
米
、
幅
は
奥
で
二
・
三
米
、
玄
円
の
と
こ
ろ
で
一
・
二
米
と
せ
ま
く
な
る
c

で
あ
る
。
遺
物
は
石
室
内
一
面
に
み
ら
れ
る
が
、
武
器
（
環
頭
大
万
一
、
鉄
鉱
二
六
）
、
工
具
（
刀
子
三
、
鋸
予
て
円
棒
一
）
、
玉
類
（
勾
玉

三
、
管
玉
五
、
切
子
玉
て
算
盤
玉
て
丸
玉
一
）
、
須
恵
器
（
有
蓋
高
杯
四
、
無
蓋
高
杯
二
、
有
蓋
浅
鉢
二
、
長
頚
畳
一
て
蓋
二
）
、
土
師
器

（
皿
一
）
、
馬
具
（
鉄
勅
一
、
銃
具
四
、
鉄
環
一
、
革
金
具
七
、
不
明
二
）
の
種
類
が
あ
る

3

被
葬
者
は
熟
年
男
性
一
、
青
年
男
性
一
、
青
年

女
性
三
、
幼
年
一
の
計
六
体
分
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
須
恵
器
の
示
す
と
こ
ろ
で
は
第
三
期
後
半
か
ら
第
六
期
に
及
ん
で
い
て
こ
の
石
室
の
使

一
九
五
三
年
樋
口
隆
康
氏
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
。
石

羨
道
幅
は
一
・
二
米

i'i" 
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考

（
小
田
）

一
七
八

周
期
聞
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
石
室
の
中
央
間
仕
切
石
の
上
に
馬
の
前
牌
骨
一
個
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
報
告
者
は

「
こ
れ
は
馬
の
脚
部
を
肉
づ
き
の
ま
ま
死
者
に
献
げ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
推
察
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
最
近
ま
で
の
わ
が
国
発
見
の
馬
骨
資
料
に
関
す
る
研
究
史
を
通
覧
し
て
く
る
と
、
人
類
学
、
畜
産
学
方
面
か
ら
は
飼
養
馬
の

老
齢
死
し
た
も
の
を
埋
葬
し
た
と
解
釈
さ
れ
る
場
合
が
多
い
と
い
う
結
果
を
導
い
て
く
る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
は
文
献
史
学
者
が
古
墳
時
代
以

前
の
馬
は
狩
猟
の
対
象
と
し
て
存
在
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
結
論
し
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
本
稿
で
と
り
あ
げ
よ
う
と
し
て
い
る
馬

を
祭
把
の
具
に
供
す
る
よ
う
な
風
習
｜
｜
言
い
か
え
れ
ば
形
代
と
し
て
の
馬
形
品
を
供
献
す
る
以
前
に
、
馬
そ
の
も
の
を
死
者
あ
る
い
は
神
に

対
す
る
供
儀
に
使
用
し
た
事
実
が
考
古
学
的
調
査
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
先
史
時
代
の
発
掘
例
を
通
じ
て

み
て
も
立
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
意
味
で
古
墳
時
代
に
属
す
る
日
下
遺
跡
と
岡
第
一
号
墳
の
馬
骨
資
料
は
注

意
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
馬
が
祭
把
に
関
係
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
古
墳
時
代
に
下
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
土

馬
や
石
馬
と
い
う
形
代
馬
の
形
態
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
馬
が
祭
把
に
関
係
を
も
つ
よ
う
に
な
れ
ば
、
古
墳
文
化
の
な

か
に
も
っ
と
馬
に
関
連
す
る
別
の
資
料
が
求
め
ら
れ
る
段
階
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

註

（1
）
芝
田
清
五
日
「
日
本
古
代
家
音
史
の
研
究
」
（
一
九
六
九
）
一
四
一
一

f
五
頁
の
地
名
表
に
よ
り
作
成
し
、
九
州
地
方
の
も
の
に
つ
い
て
は
筆
者
の
調
査

に
よ
っ
て
一
部
改
訂
し
た
。
な
お
本
項
の
作
成
に
は
右
の
書
に
白
う
と
こ
ろ
多
い
。
謝
立
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

（2
〕
鍵
谷
徳
三
郎
「
熱
田
高
倉
貝
塚
実
査
」
考
古
界
7
の
2
、
一
九
O
八。

（3
）
「
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
報
告
」
第
二
冊
・
一
九
一
八
、
同
第
四
冊
・
一
九
二

0
0

（4
）
阿
余
部
四
男
「
臼
木
石
器
時
代
の
犬
科
動
物
私
見
」
動
物
学
雑
誌
お

l
。

（
5
）
「
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
報
告
」
第
六
冊
・
一
九
二
一
。

（6
）
長
谷
部
言
人
「
石
球
時
代
の
馬
に
関
し
て
」
人
類
学
雑
誌
紛
の
4
、
一
九
二
五
。
「
回
結
の
馬
」
同
前
犯
の
2
、

種
に
就
い
て
」
同
前
坊
の
口
、
一
九
四
三
。
「
壱
岐
の
弥
生
式
土
器
遺
跡
の
馬
」
同
前
関
の
6
、
一
九
四
四
。

（
7
）
刈
M
U旧
政
「
浜
岡
・
桁
原
両
氏
芥
「
金
海
貝
塚
報
告
』
を
読
む
」
人
類
学
雑
誌
犯
の
1
、
一
九
二
四
。

一
九
四
一
二
、
「
石
器
時
代
馬
の
一
新



（8
）
加
茂
儀
一
「
家
畜
文
化
史
」
一
九
三
七
。

（
9
）
鋳
方
貞
亮
「
日
本
古
代
家
畜
史
」
一
九
四
五
。

（
叩
）
直
良
信
夫
「
日
本
古
代
農
業
史
」
一
九
五
六
。

接
し
た
が
論
旨
に
は
変
化
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
日
）
林
田
重
軽
・
山
内
忠
平
「
出
水
貝
塚
の
馬
に
つ
い
て
」
鹿
児
島
大
学
農
学
部
学
術
報
告
四
、
一
九
五
五
。

（
臼
〉
林
田
重
幸
「
日
本
古
代
馬
の
研
究
」
人
類
学
雑
誌
倒
の
4
、
一
九
五
六
。
「
日
本
馬
の
源
流
」
自
然
四
、

日
本
民
族
と
南
方
文
化
、
一
九
六
八
。

（
臼
）
墜
回
直
「
枚
岡
市
日
下
遺
跡
出
土
の
漢
代
系
土
器
に
つ
い
て
」
大
阪
私
短
大
協
報
告
策
、

（
弘
）
芝
田
清
吾
「
日
本
古
代
家
畜
史
の
研
究
」
一
四
一
頁
、
一
九
六
九
。

〈
日
）
樋
口
附
内
政
「
網
野
岡
の
三
古
墳
」
京
都
府
文
化
財
調
官
官
報
告
第
廿
二
附
・
一
九
六
O
。

な
お
前
成
っ
て
同
氏
の
「
日
本
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
発
見
の
馬
歯
・
馬
骨
」
ハ
一
九
七
O
）
の
発
刊
に

一
九
六
回
。
「
本
邦
家
議
の
起
源
と
系
統
」

一
九
六
回
。

六
、
古
墳
資
料
に
あ
ら
わ
れ
た
馬

わ
が
国
の
古
墳
文
化
に
お
い
て
馬
具
の
副
葬
が
流
行
す
る
の
は
後
期
古
境
の
普
遍
的
な
一
特
徴
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
実
例
を
あ
げ

る
な
ら
ば
枚
挙
に
暇
な
い
ほ
ど
多
き
に
の
ぼ
る
現
状
で
あ
り
、
す
で
に
馬
具
に
つ
い
て
の
研
究
は
形
式
分
類
、
系
統
観
、
編
年
論
な
ど
が
行
な

わ
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
そ
れ
ら
発
見
の
状
態
は
前
項
に
も
触
れ
た
如
く
、

い
c

し
た
が
っ
て
京
都
府
・
岡
第
一
号
墳
の
よ
う
な
古
墳
に
お
け
る
馬
骨
の
出
土
例
は
他
に
類
例
を
あ
げ
ら
れ
な
い
よ
う
な
稀
有
の
こ
と
に
属

す
る
。古

墳
に
お
け
る
馬
に
関
す
る
資
料
は
大
別
に
し
て
次
の
よ
う
に
な
ろ
う

FU

馬
に
装
着
し
て
副
葬
さ
れ
た
も
の
で
は
な

副
葬
品
｜
馬
具
、
冠
、
帯
鈎
、
太
万
、
須
恵
器

墳
丘
表
飾
｜
埴
輪
、
石
馬

棺
榔
装
飾
｜
陶
棺
、
石
室
壁
画

古

代

形

代

馬

考

（
小
田
）

一
七
九



日出
V

以
下
ひ
と
と
お
り
通
覧
し
て
み
よ
う
。

出

代

代

),!} 

::!5・・

（
小
田
）

一八
O

馬

具

馬
具
の
副
葬
で
最
も
古
い
も
の
は
大
阪
府
南
河
内
郡
美
陵
町
の
応
神
陵
陪
塚
の
丸
山
古
墳
か
ら
発
見
さ
れ
た
金
銅
製
龍
文
透
彫
鞍
金
具
で
あ

る
。
小
林
行
雄
博
士
は
そ
の
装
飾
手
法
が
新
羅
金
冠
塚
の
そ
れ
に
近
い
こ
と
を
指
摘
し
て
五
世
紀
中
葉
以
前
に
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
こ
と
、
し
た

が
っ
て
乗
馬
の
風
も
五
世
紀
以
前
に
は
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
増
田
精
一
氏
は
応
神
陵
出
土
と
伝
え
る
埴
輪

馬
が
金
属
製
の
衝
を
必
要
と
し
な
い
皮
革
を
主
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
発
見
さ
れ
る
遺
物
の
み
に
よ
っ
て
騎
馬
の
風
の
起
源
を
説

く
の
は
危
険
で
あ
り
、
残
存
し
に
く
い
皮
革
の
頭
格
だ
け
か
ら
な
る
馬
装
具
が
先
行
し
て
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
馬
具
の
副
葬
は
六
世
紀
代
に
下
る
と
一
層
普
及
し
て
い
る
。

冠
（
図
版
五
）

茨
城
県
行
方
郡
玉
造
町
沖
洲
の
三
昧
塚
古
墳
か
ら
発
見
さ
れ
た
馬
形
飾
金
銅
冠
が
あ
る
。
こ
れ
は
石
棺
内
に
成
年
男
子
の
被
葬
者
が
頭
に
つ

け
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
冠
は
金
銅
製
二
山
式
の
唐
草
文
、
波
文
透
し
あ
る
優
品
で
、
中
央
が
低
く
左
右
に
盛
り
あ
が
り
あ
る
上
縁
に
中
央

に
む
か
う
左
右
各
々
四
個
の
馬
形
を
立
て
な
ら
べ
て
装
飾
と
し
て
お
り
、
各
馬
飾
の
聞
に
は
花
樹
状
立
飾
が
は
さ
ま
れ
て
い
る
。
報
告
者
は
こ

れ
が
大
陸
系
の
金
属
工
芸
の
新
技
術
に
よ
っ
て
わ
が
国
工
人
が
製
作
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
六
世
紀
初
頭
に
比
定
さ
れ
る
。

帯

鈎
（
図
版
五
）

岡
山
県
吉
備
郡
高
松
町
新
庄
下
の
榊
山
古
墳
か
ら
発
見
さ
れ
た
六
個
の
馬
形
帯
鈎
が
あ
る
。

こ
れ
は
青
銅
製
鋳
銅
品
で
馬
の
側
面
形
を
か
た

ど
っ
た
も
の
で
、
付
属
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
銅
環
一
個
が
あ
る
。
古
墳
は
高
野
槙
を
用
い
た
木
棺
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
く
わ
し
い
内
容
は
わ

か
ら
な
い
。
こ
れ
と
問
形
式
の
帯
鈎
が
南
鮮
慶
尚
北
道
永
川
漁
隠
洞
出
土
の
一
括
遺
物
に
あ
っ
て
、
先
史
時
代
に
南
鮮
地
域
に
行
な
わ
れ
た
も

の
の
伝
世
品
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
五
世
紀
代
の
わ
が
国
古
墳
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
は
特
殊
な
遺
品
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
o

太

刀



熊
本
県
玉
名
郡
菊
水
町
江
田
の
船
山
古
墳
出
土
の
太
万
の
身
に
銀
線
象
桜
で
長
さ
四
・
｝
糎
の
馬
形
の
側
面

形
が
装
飾
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
古
墳
を
有
名
に
し
た
の
は
朝
鮮
系
の
豪
華
な
金
銀
装
身
具
の
ほ
か
に
、
こ
の
太

万
の
背
に
「
治
天
下
猿
口
口
口
歯
大
王
世
」
に
は
じ
ま
る
銀
象
織
の
銘
文
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
福
山
敏
男
博

土
の
考
証
に
よ
っ
て
欠
字
の
部
分
は
「
宮
弥
都
」

大
王
の
世
」
と
読
ま
れ
、
反
正
天
皇
に
比
定
さ
れ
て
、
こ
の
太
万
の
年
代
が
五
世
紀
前
半
の
終
り
ご
ろ
に
あ
て

ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
金
錫
亨
氏
は
太
刀
の
銘
文
を
朝
鮮
語
で
解
釈
で
き
る
と
し
て
、
共
伴
す
る
朝
鮮
系

と
推
定
さ
れ
、

「
グ
ヂ
ヒ
の
宮
に
天
の
下
治
ろ
す
ミ
ツ
ハ
の

肥後・江田船山古墳発見太

万の馬像（実大）
第9図

あ
る
い
は
百
済
王
に
服
属
し
た
小
国
の
王
で
あ
っ

て
、
五
世
紀
代
に
百
済
系
小
国
が
九
州
西
北
部
に
削
拠
し
て
い
た
証
で
あ
る
と
い
う

Q

し
か
し
、
こ
れ
は
金
氏

の
い
わ
ゆ
る
三
国
分
国
説
の
補
強
説
で
あ
っ
て
、
史
実
と
み
る
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
、
こ
の
太
万
は
帰
化
工
人
の
子
に
よ
っ
て
畿

内
で
製
作
さ
れ
、
こ
の
地
に
も
た
ら
さ
れ
て
五
世
紀
後
半
代
に
船
山
古
墳
に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

装
身
具
に
も
注
意
し
て
こ
の
古
墳
の
被
葬
者
が
百
済
人
、

須
恵
器

後
期
古
墳
に
普
遍
し
て
み
ら
れ
る
須
恵
器
の
な
か
に
人
聞
や
動
物
を
飾
り
と
し
て
と
り
つ
け
た
い
わ
ゆ
る
装
飾
付
土
器
が
あ
る
。
動
物
に
は

犬
、
鹿
、
猪
、
亀
、
鳥
な
ど
古
代
人
に
と
っ
て
身
近
か
な
も
の
が
あ
る
が
、
な
か
に
馬
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
乗
馬
の
状
態
を
あ
ら
わ
す
も

の
と
し
て
兵
庫
県
惇
保
郡
御
津
村
、
岡
山
県
赤
磐
郡
熊
山
町
可
真
、
同
邑
久
郡
牛
窓
町
鹿
沼
な
ど
の
例
が
あ
る
。
そ
の
表
現
を
み
て
も
乗
馬
し

て
い
る
人
物
は
身
分
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
九
州
で
も
福
岡
県
筑
紫
郡
春
日
町
の
日
拝
塚
古
墳
か
ら
馬
形
飾
あ
る
大

形
器
台
ゃ
、
嘉
穂
郡
穂
波
町
見
原
の
第
二
号
古
墳
か
ら
須
恵
掛
壷
の
肩
に
陶
馬
の
飾
り
が
と
り
つ
け
ら
れ
た
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
装
飾
付
須
恵
器
は
古
新
羅
時
代
古
墳
に
屡
々
み
ら
れ
る
新
羅
焼
の
影
響
と
思
わ
れ
る
。
や
が
て
六
世
紀
中
頃
か
ら
須
恵
器
の
上
か
ら
も
朝
鮮

色
が
消
え
て
ゆ
く
よ
う
に
な
る
と
こ
の
よ
う
な
飾
り
つ
け
が
姿
を
消
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
支
持
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

埴
輪
（
図
版
六
）

古

代

形

代

応

考

（
小
田
）

八ー



古

代

形

代

応

考

（
小
田
）

八

し
か
し
動
物
埴
輪
が
登
場
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
四
世
紀
末
噴
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
。
馬
形
埴
輪
の
古
い
も
の
は
応
神
陵
出
土
と
い
う
馬
頭
の
例
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が

ら
馬
形
埴
輸
が
急
増
す
る
の
は
六
世
紀
以
降
で
あ
っ
て
、
そ
の
例
も
多
い
。
ほ
と
ん
ど
鞍
を
お
き
、
頭
格
、
杏
葉
、
馬
訳
、
鈴
な
ど
の
装
飾
さ

れ
た
も
の
が
み
ら
れ
、
豪
族
の
馬
に
対
す
る
関
心
が
き
わ
め
て
高
く
な
り
、
葬
送
儀
礼
に
伴
う
祭
担
に
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
－
九
六
九
年
に
お
け
る
芝
田
清
吾
氏
の
埴
輪
馬
出
土
地
表
に
よ
れ
ば
一
八
七
カ
所
が
数
え
ら
れ
て
い
る
。
埴
輪
馬
は
単
に
古
墳
の
墳
丘
上

に
め
ぐ
ら
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
特
殊
な
配
列
を
示
す
場
合
も
あ
る
。
群
馬
県
群
馬
郡
保
渡
田
の
八
幡
塚
前
方
後
円
墳
で
は
前
方
部
外
堤
に
円

筒
埴
輪
で
長
方
形
区
画
を
設
け
、
中
央
に
相
対
す
る
男
女
の
埴
輪
各
一
体
を
す
え
、
長
辺
に
そ
っ
て
一
方
に
水
鳥
六
、
鶏
二
を
、
他
方
に
馬
六

を
、
さ
ら
に
両
者
の
聞
に
相
対
す
る
馬
各
一
を
配
列
し
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

馬
（
図
版
七
）

古
墳
に
埴
輪
を
め
ぐ
ら
す
風
は
畿
内
で
高
塚
古
墳
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
噴
か
ら
み
ら
れ
る
が
、

石埴
輪
馬
の
ほ
か
に
、
ほ
ぼ
実
物
大
の
大
き
さ
に
石
を
も
っ
て
製
作
し
た
飾
馬
を
古
墳
に
す
え
た
例
が
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
石
人
石
馬
の
名
称
で

知
ら
れ
る
も
の
で
、
次
の
二
カ
所
が
あ
る
。

鳥
取
県
西
伯
郡
淀
江
町
福
岡
・
石
馬
谷
古
墳

福
岡
県
八
女
市
吉
田
・
岩
戸
山
古
墳

角
閃
安
山
岩
製

溶
結
凝
灰
岩
製

い
ず
れ
も
近
傍
に
産
出
す
る
石
材
を
加
工
し
た
写
実
的
な
作
品
で
あ
る
。
特
に
後
者
は
筑
紫
国
造
磐
井
の
墳
墓
と
し
て
知
ら
れ
、
「
筑
後
風
土

記
」
逸
文
に
よ
れ
ば
、
後
円
部
東
北
の
方
形
別
区
に
石
馬
三
匹
が
す
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
六
世
紀
の
所
産
で
あ
る
。

棺
（
図
版
九
）

陶粘
土
を
焼
き
固
め
て
つ
く
っ
た
陶
棺
は
古
墳
時
代
後
期
以
降
、
近
畿
か
ら
中
園
地
方
に
か
け
て
流
行
し
た
。
屋
根
の
形
態
か
ら
亀
甲
形
、
寄

棟
形
、
切
妻
形
の
別
が
あ
る
が
、
切
妻
形
は
岡
山
県
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
る
。
岡
山
県
英
田
郡
美
作
町
平
福
古
墳
出
土
の
陶
棺
の
側
面
に
二
匹

の
馬
を
引
く
人
物
の
図
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
七
世
紀
に
比
定
さ
れ
る
。



石
室
壁
画

古
墳
の
石
室
、
石
棺
に
彫
刻
、
彩
色
を
も
っ
て
装

飾
す
る
風
は
九
州
地
方
で
五
世
紀
中
頃
以
降
急
激
に

発
達
し
、
装
飾
古
墳
の
名
称
で
流
布
し
て
い
る
。
そ

の
総
数
は
全
国
で
一
七
二
カ
所
に
及
ん
で
い
る
が
、

そ
の
う
ち
一
一
九
カ
所
は
九
州
地
方
に
集
中
し
て

｛回
V

い
る
。
南
は
熊
本
県
球
磨
郡
錦
村
西
京
ケ
峰
横
穴
か

ら
北
は
福
島
県
双
葉
郡
双
葉
町
新
山
・
清
戸
迫
横
穴

に
及
ん
で
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
装
飾
古
墳
に
馬
が

描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
六
世
紀
代
に
下
っ
て
か

ら
の
こ
と
で
、
壁
画
系
、
横
穴
系
の
展
開
と
ふ
か
く

関
連
し
て
い
認
。
馬
を
描
い
た
例
を
列
挙
し
て
み
る

と

壁
画
系

日
ノ
岡
古
墳
、
王

塚
古
墳
、
竹
原
古
墳
、
狐
塚
古
墳
、

薬
師
下
第
二
号
古
墳
、
観
音
塚
古

福

岡

県

清
澄
橋
古
墳
、

壌
、
五
郎
山
古
墳

大

分

県

ガ
ラ
シ
ド
ヤ
第
一
号
古
境
、
法
恩

古

代

形

代

馬

考

（
小
田
）

一
八
三

第 10図 装飾古墳に描かれた馬三例

(1：筑後・薬師下第2号古境、 2：肥後・弁慶ケ穴古墳前室東盤、 3：筑前・瀬戸横穴〉



古

代

形

代

馬

考

一
八
四

（
小
田
）

寺
山
第
三
号
古
墳
、
千
代
丸
古
墳

佐

賀

県

太

田

古

墳

熊

本

県

横
穴
系

福

岡

県

熊

本

県

島

根

県

神
奈
川
県

弁
慶
ケ
穴
古
墳

瀬
戸
横
穴

鍋
田
横
穴
、
浦
田
横
穴
群
、
域
本
横
穴
群
、
京
ケ
峰
横
穴

飯
ノ
山
横
穴

坂
本
横
穴

鹿
島
第
八
号
機
穴

泉
崎
横
穴
、
清
戸
迫
横
穴

こ
れ
ら
の
壁
画
に
描
か
れ
た
馬
は
単
独
に
、
あ
る
い
は
船
に
乗
っ
た
馬
、
あ
る
い
は
騎
馬
人
物
の
図
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
六
世
紀
中
項

に
比
定
さ
れ
る
福
岡
・
王
塚
古
墳
の
騎
馬
図
（
図
版
八
）
が
最
も
古
い
壁
画
で
あ
ろ
う
。
ま
た
下
つ
て
は
福
岡
・
竹
原
古
礎
（
第
日
図
）
、
熊

本
・
城
本
第
七
号
横
穴
（
図
版
八
）
な
ど
七
世
紀
代
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
壁
画
系
古
墳
に
お
け
る
馬
像
は
多
く
赤
色
で
描
か
れ
て
い
る
が
、

千

葉

県

福

島

県

福
岡
・
王
塚
古
墳
の
騎
馬
人
物
図
は
赤
・
黄
・
緑
・
黒
の
四
色
で
後
室
入
口
の
両
袖
石
に
相
対
す
る
各
々
二
匹
の
騎
馬
像
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。
黒
馬
と
赤
馬
が
各
々
上
下
に
配
さ
れ
、
い
ず
れ
も
装
美
さ
れ
て
い
る
が
、
馬
上
の
人
物
は
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る
。
奥
津
城
に
ね
む
る
主

人
公
を
守
衛
す
る
か
の
よ
う
に
、
ま
た
葬
儀
を
壮
厳
に
す
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
福
岡
・
竹
原
古
墳
の
奥
壁
に
描
か
れ
た
馬
は
、
赤
・
黒
二

色
で
武
人
に
引
か
れ
る
状
態
を
中
央
に
す
え
、
そ
の
下
に
は
立
ち
さ
わ
ぐ
波
、
船
、
旗
な
ど
を
、
そ
の
上
に
体
に
赤
い
斑
点
を
も
ち
、
四
肢
に

は
赤
い
爪
を
つ
け
た
怪
獣
を
配
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
図
像
の
両
端
に
一
対
の
騎
を
配
し
て
図
柄
を
ひ
き
し
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
複

雑
な
物
語
を
秘
め
て
い
る
よ
う
な
画
題
は
わ
が
国
の
装
飾
古
墳
に
も
例
が
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
装
飾
古
墳
に
描
か
れ
た
馬
は
葬
送
儀
礼
の
壮
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日

代

形

代

．

烏

考

（
小
田
）

}¥. 
ム
ノ、

厳
具
と
み
ら
れ
る
も
の
、
あ
る
い
は
被
葬
者
が
生
前
に
狩
猟
か
戦
斗
に
活
躍
し
た
状
況
を
記
録
す
る
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
、
あ
る
い
は
竹

原
古
墳
の
場
合
な
ど
あ
っ
て
必
ず
し
も
一
定
し
た
解
釈
は
下
せ
な
い
よ
う
で
あ
る

古
墳
資
料
に
あ
ら
わ
れ
た
馬
に
関
す
る
遺
品
を
通
覧
し
て
み
る
と
、

五
世
紀
初
頭
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
頻
度
が
大

き
く
な
る
の
は
六
世
紀
以
降
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
地
方
豪
族
達
の
な
か
に
も
馬
に
関
す
る
関
心
が
高
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て

い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
乗
馬
の
風
が
普
及
し
て
く
る
過
程
も
こ
の
よ
う
な
経
過
の
な
か
に
求
め
ら
れ
よ
う

一
方
、
以
上
の
よ
う
な
五
、
六
世
紀
代
の
事
情
を
反
映
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
文
献
史
料
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
先
ず
垂
仁
紀
三
二
年
条
に
、

皇
后
日
葉
酢
媛
命
の
死
に
あ
た
っ
て
野
見
宿
禰
が
殉
死
を
と
ど
め
て
人
馬
及
び
種
々
の
物
の
形
を
つ
く
っ
て
陵
墓
に
立
て
る
こ
と
を
建
策
し
た

と
い
う
埴
輪
起
源
説
話
が
あ
る
。
こ
れ
が
史
実
と
し
て
認
め
難
い
こ
と
は
今
日
で
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

百
済
王
が
阿
直
岐
を
遣
わ
し
て
良
馬
二
匹
を
貢
り
、
阿
直
岐
に
飼
養
せ
し
め
た
と
い
う
記
事
が
み
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
小
林
行
雄
博
士
の

考
説
が
あ
り
、
馬
飼
養
の
起
源
が
五
世
紀
前
半
代
に
あ
る
こ
と
の
史
実
性
を
認
め
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
ο

文
献
に
あ
ら
わ
れ
る
馬
飼
部
、
鷹
飼

つ
い
で
応
神
紀
一
五
年
八
月
条
に

部
な
ど
の
家
畜
と
し
て
の
飼
養
技
術
を
も
っ
て
奉
仕
し
た
品
部
は
帰
化
人
技
術
者
の
集
団
で
あ
り
、
な
か
で
も
馬
飼
部
は
井
上
光
貞
博
士
に
よ

っ
て
B
型
品
部
（
番
上
型
）
の
代
表
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
一
般
に
四
、
五
世
紀
に
お
け
る
朝
鮮
出
兵
を
通
じ
て
高
句
麗
な
ど
と
の
騎
馬

戦
に
接
し
て
に
わ
か
に
わ
が
国
内
で
も
需
要
を
増
し
、
乗
馬
の
風
が
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も

と
に
馬
飼
部
の
よ
う
な
帰
化
人
技
術
者
の
飼
養
技
術
が
重
視
さ
れ
て
登
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
書
紀
に
よ
れ
ば
大
化
前
代
に
は
大
和
、
河

内
、
近
江
、
筑
紫
な
ど
に
馬
飼
部
の
集
団
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
や
が
て
六
世
紀
代
に
な
る
と
、
わ
が
国
か
ら
百
済
に
軍
事
的
援
助
を

与
え
た
な
か
に
、
馬
を
与
え
た
記
事
が
散
見
す
る
よ
う
に
な
る
。
継
体
紀
六
年
条
に
は
筑
紫
国
の
馬
四

O
匹
を
、
欽
明
紀
七
年
条
に
は
良
馬
七

一
五
年
条
に
は
馬
百
匹
を
与
え
て
い
て
そ
の
数
も
増
加
し
て
く
る
。
あ
い
つ
ぐ
朝
鮮
派
兵
に
国
造
軍
と
し
て
動
員
さ
れ
た
西
日
本
を

O
匹
を
、

は
じ
め
各
地
の
豪
族
遣
も
馬
の
飼
養
に
関
心
を
高
め
、
競
っ
て
名
馬
を
得
よ
う
と
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
察
に
難
く
な
い
。
下
っ
て
天
武
紀

司t



円割】

一
三
年
四
月
の
詔
に
は
文
武
官
の
諸
人
も
乗
馬
を
習
わ
し
め
て
緊
急
の
集
会
に
備
え
し
む
る
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
官
人
逮
に
と
っ
て
乗
馬
の

こ
の
よ
う
に
五
世
紀
か
ら
六
世
紀
、
さ
ら
に
は
七
世
紀
へ
と
推
移
し
て

風
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ゆ
く
な
か
で
乗
馬
の
風
が
普
及
す
る
に
し
た
が
っ
て
古
墳
資
料
の
な
か
に
も
先
に
み
た
よ
う
に
馬
に
関
す
る
遺
品
が
増
加
し
、
普
及
し
て
ゆ
く

傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
は
以
上
の
よ
う
な
歴
史
的
状
勢
の
も
と
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
o

馬
の
使
用
が
狩
猟
、
戦
斗
の
み
な
ら
ず
、
装
飾
古
墳

の
画
題
に
も
み
た
よ
う
に
葬
儀
な
ど
の
宗
教
儀
式
に
ま
で
介
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
所
以
も
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
前
項
で

注
意
し
た
よ
う
に
京
都
府
・
岡
第
一
号
墳
に
お
け
る
馬
の
前
醇
骨
を
肉
づ
き
の
ま
ま
死
者
に
献
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
は
、
さ
ら
に

す
す
ん
で
馬
に
一
種
の
呪
力
を
求
め
た
別
の
宗
教
的
意
義
を
考
え
る
守
へ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
馬
を
神
聖
視
し
よ
う
と
す
る
観
念
が
働
い
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
あ
た
り
に
六
世
紀
後
半
か
ら
登
場
し
て
く
る
土
馬
、
石
馬
な
ど
の
形
代
馬
の
祭
把
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
意
味
が
あ
り
そ

う
で
あ
る
。

註
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小
野
山
節
「
馬
具
と
乗
馬
の
風
習
」
世
界
考
古
学
大
系
3
、
一
九
五
九
。

乙
の
ほ
か
福
島
県
岩
瀬
郡
浜
田
村
の
一
古
墳
か
ら
馬
歯
が
出
土
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
、
出
土
状
況
は
明
ら
か
で
な
い
。

小
林
行
雄
「
上
代
日
本
に
お
け
る
乗
馬
の
風
習
」
古
墳
時
代
の
研
究
、
一
九
六
一
。

増
田
精
一
「
埴
輪
馬
に
み
る
頭
絡
の
結
構
」
考
古
学
雑
誌
必
の
4
、
一
九
六
O
。
「
馬
具
」
日
本
の
考
古
学
V
－
一
九
六
六
。

斎
藤
忠
・
大
塚
初
重
「
三
昧
塚
古
墳
」
一
九
六
O
。

和
田
子
吉
「
備
中
国
都
窪
郡
新
庄
下
古
墳
」
考
古
学
雑
誌
9
の
口
、
一
九
一
九
。

藤
田
｛
完
策
・
梅
原
末
治
・
小
泉
顕
夫
「
南
朝
鮮
に
於
け
る
漢
代
の
遺
跡
」
朝
鮮
総
督
府
大
正
十
一
年
度
古
蹟
調
査
報
告
第
二
冊
・
一
九
二
五
。

梅
原
末
治
「
玉
名
郡
江
田
村
船
山
古
墳
調
査
報
血
E
熊
本
県
史
民
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
一
冊
・
一
九
二
二
。

福
山
敏
男
「
江
田
古
墳
発
掘
大
万
と
隅
田
八
幡
神
社
所
蔵
鏡
の
銘
文
」
日
本
建
築
史
研
究
、
一
九
六
八
。

金
錫
亨
「
日
本
船
山
古
墳
出
土
の
大
万
銘
文
に
つ
い
て
」
朝
鮮
学
術
通
報
町
の
2
、
一
九
六
七
。

金
錫
亨
「
古
代
朝
日
関
係
史
l
大
和
政
権
と
任
那
l
」
一
九
六
九
。

古

代

形

代

馬

考

一
八
七

（
小
田
）
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馬

考

（
小
田
）

一
八
八

（
臼
）
三
木
文
雄
編
「
日
本
原
始
美
術

6
l埴
輪
・
鏡
・
玉
・
剣
l
」
図
版

m
l
m、
一
九
六
六
。

〈
岱
）
「
日
拝
塚
」
福
岡
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
全
紡
調
査
報
告
書
第
五
緒
、
一
九
三

O
。
「
穂
波
町
誌
」
四
三
具
、
一
九
六
八
。

ハ
U
）
有
光
教
一
「
新
羅
焼
の
変
遷
」
世
界
陶
磁
全
集
臼
、
一
九
五
五
。

（
日
〉
芝
田
清
吾
「
日
本
古
代
家
畜
史
の
研
究
」
一
四
八

t
一
五
五
頁
、
一
九
六
九
。

（
時
）
末
永
雅
雄
「
埴
輪
」
四
0
1四
一
頁
、
一
九
四
七
。

（
刀
）
佐
々
木
古
文
化
研
究
室
編
「
福
岡
古
墳
群
」
一
九
六
回
。

（
路
）
森
貞
次
郎
「
岩
戸
山
古
墳
」
一
九
七
O
。

（
叩
）
小
問
富
士
雄
「
磐
井
の
反
乱
」
古
代
の
日
本
3
、
一
九
七
O
。

（
初
）
小
林
行
雄
編
「
装
飾
古
墳
」
一
九
六
四
、
斎
藤
忠
編
「
日
本
原
始
美
術

5
l古
墳
壁
画
l
」
一
九
六
五
。
江
川
和
彦
「
装
飾
古
墳
」
古
美
術
也
、

一
九
七
O
。
な
お
、
九
州
地
方
は
江
川
氏
の
文
献
に
な
い
福
岡
県
八
女
郡
広
川
町
・
弘
法
谷
古
墳
、
宮
崎
県
宮
崎
市
住
吉
蓮
ケ
池
・
祝
回
横
穴
群
の
南
一

号
墳
の
二
例
を
加
え
て
一
一
九
ケ
所
と
し
た
。

（
幻
）
小
田
富
士
雄
「
古
墳
文
化
の
地
域
的
特
色
｜
九
州
｜
」
日
本
の
考
古
学
町
、
一
九
六
六
。

（明
ω
）
森
貞
次
郎
「
福
岡
県
鞍
手
郡
若
宮
町
竹
原
古
墳
の
壁
画
」
美
術
研
究
一
九
四
号
、
一
九
五
七
。
「
竹
原
古
墳
」
一
九
六
八
。

（
お
）
井
よ
光
貞
「
部
民
史
論
」
新
日
本
史
講
座
、
－
九
四
八
。
の
ち
に
「
日
本
古
代
史
の
諮
問
題
」
、
「
大
化
の
改
新
」
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
μ
）
「
日
本
書
紀
」
巻
二
九
、
天
武
天
皇
十
三
年
間
四
月
壬
午
朔
丙
成
。
：
：
：
詔
目
、
凡
政
要
者
軍
事
也
。
是
以
、
文
武
官
諸
人
、
務
習
面
レ
兵
、
及

乗
v
馬
。
則
馬
兵
、
弁
当
身
装
束
之
物
、
務
具
儲
足
。
其
有
レ
馬
者
為
－
一
騎
士
一
。
無
レ
馬
者
為
一
一
歩
卒
、
並
当
試
練
、
以
勿
レ
障
＝
於
田
市
会
、
（
下
略
〉

七
、
古
代
祭
加
に
お
け
る
形
代
馬

福
岡
・
竹
原
古
墳
の
壁
画
に
つ
い
て
、
近
時
金
関
丈
夫
博
士
は
注
目
す
べ
き
解
釈
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
水
辺
に
牝
馬
を
牽
い
て

水
中
の
龍
馬
を
お
び
き
出
し
、
そ
の
種
を
求
め
て
天
馬
を
得
よ
う
と
す
る
古
代
中
国
の
龍
媒
伝
説
を
描
い
た
も
の
と
説
明
さ
れ
た
。
金
関
博
士

は
個
々
の
図
形
の
説
明
を
さ
れ
る
と
共
に
、
図
形
相
互
の
聞
に
意
味
の
つ
な
が
り
を
求
め
て
わ
が
国
に
お
け
る
最
初
の
芸
術
的
絵
画
と
し
て
の

評
価
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
解
説
に
従
え
ば
、
水
辺
に
馬
を
牽
く
人
物
は
貴
人
に
仕
え
る
馬
司
で
あ
る
。
上
方
に
躍
動
す
る
怪
獣
は
馬
形
で
は



司監

あ
る
が
、
鈎
爪
、
吐
舌
、
斑
点
あ
る
体
毛
、
練
毛
、
椎
尾
を
有
す
る
龍
馬
で
あ
る

tL

融
制
は
神
龍
出
現
の
際
、
そ
の
姿
が
人
目
に
触
れ
る
こ
と
を

厭
う
た
め
に
立
て
ら
れ
、
下
方
の
舟
は
渚
ま
で
人
馬
を
運
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
右
手
の
旗
は
斎
場
の
標
酷
で
あ
る
。
斎
場
を
設
け
て
龍
の
出

現
を
待
つ
う
ち
に
下
方
の
波
が
立
ち
上
り
、
二
つ
に
分
か
れ
て
龍
が
躍
り
出
た
と
い
う
設
定
で
あ
る
。

水
中
の
龍
が
水
を
離
れ
た
と
き
に
馬
の

形
を
と
る
と
い
う
の
が
古
代
中
国
人
の
観
念
で
あ
っ
た
こ
と
が
参
考
に
さ
れ
る
。
金
関
博
士
は
さ
ら
に
中
園
、
朝
鮮
、
日
本
に
古
く
か
ら
天
馬

の
思
想
が
ら
っ
た
こ
と
に
言
及
し
、
熊
本
・
江
田
船
山
古
墳
出
土
の
太
刀
に
銀
象
出
航
さ
れ
た
馬
形
図
に
翼
を
想
わ
せ
る
雲
形
文
様
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
、
わ
が
国
で
は
五
世
紀
代
に
天
馬
の
思
想
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
五
世
紀
代
に
は
じ
ま
る
馬
飼
養
の
術
が
帰

化
人
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
説
は
肯
定
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
中
国
古
代
の
思
想
に
水
神
ま
た
は
水
精
が
龍
の

形
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、
ま
た
水
霊
と
し
て
の
龍
と
馬
の
結
合
を
物
語
る
最
古
の
記
録
に
「
山
海
経
」
が
あ
る
c

ま

た
水
精
と
牝
馬
が
交
わ
っ
て
竜
馬
が
生
ま
れ
る
と
い
う
俗
信
も
か
な
り
古
く
か
ら
あ
り
、
そ
こ
か
ら
駿
馬
は
水
辺
に
牝
馬
を
お
い
て
水
神
の
胤

を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
と
い
う
思
想
に
発
展
し
て
い
っ
た
。

古
代
中
国
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
諸
事
例
は
故
石
田
英
一
郎
氏
が
詳

細
に
調
査
さ
れ
、

「
竜
馬
｜
天
馬
の
観
念
は
、

む
し
ろ
黄
河
の
流
域
に
国
家
的
支
配
を
樹
立
し
た
H

北
方
H

系
統
の
種
族
ま
た
は
階
級
に
よ
っ

の
ち
徐
々
に
民
間
の
信
仰
に
も
沈
下
し
た
」
の
で
あ
ろ
う
と
矛
想
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
思
想

て
、
多
く
文
献
の
う
え
に
つ
た
え
ら
れ
、

が
わ
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
て
後
世
、
竜
が
河
童
に
す
り
か
え
ら
れ
て
、
馬
を
水
中
に
引
き
こ
む
と
い
う
伝
説
が
各
地
に
発
生
し
た
こ
と
は
故
柳

田
国
男
氏
が
詳
細
に
蒐
集
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
金
関
博
士
の
竹
原
古
墳
の
壁
画
に
つ
い
て
の
解
釈
は
き
わ
め
て
妥
当
性
に

さ
ら
に
こ
の
壁
画
と
古
墳
の
被
葬
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
こ
の
古
墳
の
被
葬
者
は
、
こ
の
地
の
土
豪
の
一
人
だ
っ
た
に

違
い
な
い
が
、
当
時
の
上
層
者
の
一
般
に
、
馬
を
愛
し
た
者
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
こ
の
古
墳
か
ら
数
個
の
馬
具
の
出
土
し
た
こ
と
で
も
裏
づ
け

富
む
、
も
の
で
あ
る
。

ら
れ
る
。

か
り
に
彼
が
名
馬
所
有
へ
の
欲
望
を
満
足
さ
せ
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
死
亡
し
た
場
合
を
考
え
る
と
、
来
世
に
お
い
て
竜
媒
の
天
馬
を
得
た

ま
え
か
し
と
の
遺
族
の
祈
願
が
、
こ
の
壁
画
と
な
っ
て
表
現
さ
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
川
正
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
六
J

七
世
紀
に
は
名
馬
を
渇
望
す
る
地
方
豪
族
達
の
あ
い
だ
に
ま
で
、
馬
需
要
の
増
大
と
と
も
に
中
国
系
の
竜
媒
伝
説
は
浸
透
し
て
い
た
こ
と
に
な

古

代

形

代

応

考

（
小
田
）

一
八
九
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ろ
う
。
岡
山
・
平
福
古
墳
の
陶
棺
に
浮
彫
さ
れ
た
人
物
と
二
匹
の
馬
に
つ
い
て
も
同
様
な
意
味
が
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
被
葬
者
の
霊
を
慰
め
る
意
図
の
も
と
に
葬
儀
の
な
か
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
大
佑
前
代
に
輸
入
さ
れ
た
馬
と
水
神
を
関
連
事
つ
け
る
思
想
は
、
八
世
紀
に
下
っ
て
も
ひ
き
つ
づ
い
て
い
た
こ
と
は
、
天
平
三

年
一
二
月
に
甲
斐
国
か
ら
神
馬
が
献
じ
ら
れ
た
と
き
、
「
符
瑞
図
」
を
検
し
て
「
神
馬
者
河
之
精
也
」
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
う
か

が
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
雨
乞
い
や
日
乞
い
の
儀
式
に
も
神
馬
の
献
上
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
中
国
で
は
古
く
水
神
に
対
す
る
馬

の
供
犠
例
と
し
て
、
晋
の
明
帝
の
時
に
馬
を
献
ず
る
者
あ
り
、
夢
に
河
神
あ
ら
わ
れ
て
こ
れ
を
請
う
た
の
で
、
馬
を
河
中
に
投
じ
て
神
に
奉
じ

た
と
い
う
話
が
あ
る
。
わ
が
国
で
も
奈
良
、
平
安
時
代
の
降
雨
、
止
雨
祈
願
に
馬
を
奉
献
す
る
こ
と
屡
々
で
あ
っ
た
の
は
六
国
史
に
多
く
み
え

て
い
る
が
、
雨
乞
い
に
は
黒
馬
を
、
日
乞
い
に
は
白
毛
の
馬
を
献
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
黒
色
が
雨
を
降
ら
す
黒
雲
の
象
と
し
て
祈
雨
呪
法
の
基

本
的
な
色
で
あ
り
、
白
色
は
そ
の
反
対
呪
法
で
あ
り
、
白
日
の
象
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
陰
陽
五
行
説
に
も
と
づ
く
説
明
が
あ
お
。

一
方
、
中
国
に
は
古
来
白
馬
を
神
聖
視
す
る
思
想
が
あ
り
、
天
子
に
限
っ
て
こ
れ
を
用
い
ら
れ
る
と
い
わ
れ
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
白
馬
が
珍
重
さ
れ
た
根
本
は
純
粋
の
物
が
得
難
い
と
い
う
考
え
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
故
柳
田
国
男
氏
は
推
察
し
て
い
る
。
さ

ら
に
柳
田
氏
は
わ
が
国
各
地
に
神
が
山
か
ら
下
る
と
き
馬
に
乗
っ
て
降
臨
す
る
と
い
う
伝
え
が
あ
っ
て
、
白
馬
は
神
の
乗
物
と
し
て
人
が
こ
れ

に
乗
る
こ
と
を
戒
め
る
風
が
伝
え
ら
れ
た
事
例
を
採
集
し
て
い
る
。

記
し
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。
お
そ
ら
く
死
者
の
霊
を
神
と
同
一
視
し
て
の
祭
担
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

と
い
う
思
想
は
前
述
の
よ
う
な
神
社
に
対
す
る
神
馬
献
上
と
い
う
生
馬
を
奉
献
す
る
事
例
と
な
っ
て
古
代
以
来
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
古
代
社
会
に
お
け
る
神
馬
の
意
義
に
つ
い
て
は
佐
藤
虎
雄
氏
の
研
究
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
八
世
紀
も
中
噴
を
す
ぎ
た
神

護
景
雲
三
年
二
月
条
に
は
伊
勢
大
神
宮
及
び
月
読
祉
に
馬
形
な
ら
び
に
鞍
を
献
じ
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
天
武
紀
元
年
条
に
は
神
武
天
皇
陵
に
馬
及
び
種
々
の
兵
器
を
奉

」
の
よ
う
に
神
が
馬
を
好
む

こ
の
馬
形
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ

た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
や
や
下
っ
た
時
期
の
「
皇
太
神
宮
儀
式
帳
」
の
な
か
に
、

0

高
一
尺
。
鞍

荒
祭
宮
正
殿
：
・
神
財
八
種
・
：
青
毛
土
馬
一
疋
立
髪
金
筋
。
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。
高
一
尺
。
鞍
立
髪
金

月
読
宮
：
：
：
神
財
十
六
種
・
：
青
毛
土
馬
一
疋
銭
。
在
－
量
一
殿
、

。
高
一
尺
。
鞍

滝
原
宮
：
：
：
神
財
：
：
：
：
：
：
青
毛
土
馬
一
疋
立
髪
金
飾
。

と
あ
っ
て
、
土
馬
が
奉
献
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
方
面
の
研
究
者
に
屡
々
引
用
さ
れ
て
知
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
有
名
な
「
肥
前
国
風
土

記
」
佐
嘉
郡
の
条
に
記
さ
れ
た
次
の
説
話
も
有
名
で
あ
る
。

郡
西
有
ν
川
、
名
目
＝
佐
嘉
川
－
。
：
：
：
此
川
上
有
＝
荒
神
一
、
往
来
之
人
半
生
半
殺
。
於
弦
県
主
等
祖
大
荒
田
占
問
。
干
時
有
＝
土
蜘
味
大
山
田

女
・
狭
山
田
女
二
女
子
一
云
、
取
＝
下
田
村
之
土
－
、
作
＝
人
形
馬
形
一
、
祭
＝
担
比
神
－
、
必
有
＝
応
和
九
大
荒
田
即
随
＝
其
辞
－
、
祭
＝
此
神
－
。
神

散
＝
比
祭
－
、
遂
応
和
之
。

こ
の
よ
う
に
八
世
紀
に
は
神
に
形
代
馬
を
奉
納
す
る
こ
と
は
か
な
り
一
般
に
行
な
わ
れ
た
祭
把
で
あ
っ
た
。
神
社
に
お
け
る
神
馬
の
奉
献
に
代

え
て
馬
形
を
以
っ
て
し
た
の
は
、
奉
献
馬
を
飼
養
す
る
経
済
上
の
維
持
や
世
話
を
省
く
た
め
の
も
の
と
言
わ
れ
、
あ
る
い
は
、
急
を
要
す
る
場

合
に
何
ら
か
の
事
情
で
生
馬
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
代
う
る
に
馬
形
を
以
っ
て
し
た
と
言
う
。
ま
た
一
般
に
土
馬
の
奉
献
は
生
馬
を
奉
献
で

き
な
い
よ
う
な
人
々
の
聞
に
流
布
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
言
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
先
に
馬
に
関
す
る
古
代
人
の
思
想
を
通
覧
し
た
如

く
、
馬
は
水
神
の
好
み
給
う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
神
の
乗
物
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
が
交
通
関
係
の
祭
把
に
用
い
ら
れ
た
と
き
、
山
の
神
に
、
あ

る
い
は
水
の
神
に
さ
さ
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
本
来
の
姿
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
各
地
か
ら
発
見
さ
れ
る
土
馬
が
峠
神
を
含
め
て
山
の
神
に
さ

さ
げ
ら
れ
る
と
き
は
人
形
や
諸
種
の
器
物
を
伴
う
場
合
が
往
々
に
し
て
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
大
場
磐
雄
博
士
の
説
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
先
の
「
肥
前
国
風
土
記
」
の
説
話
は
そ
れ
を
支
持
す
る
好
例
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
形
代
は
人
に
ふ
り
か
か
る
災
害
を
代
替
品
た
る

形
代
に
負
わ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
解
釈
は
本
来
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
神
の
好
み
給
う
乗
物
を
奉
献
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
神
を
慰
め
、
神
助
を
賜
ら
ん
と
す
る
願
望
を
込
め
た
物
で
あ
っ
た
と
考
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
生
馬
の
奉
献
の
簡
略
化
と

し
て
後
続
的
に
発
生
し
た
も
の
で
は
な
く
、
六
世
紀
後
半
代
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
行
な
わ
れ
る
所
以
の
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
神
を
把
る
と

き
形
代
馬
は
普
遍
的
に
必
要
な
具
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
沖
ノ
島
遺
跡
に
お
け
る
馬
形
、
人
形
の
奉
献
は
そ
の
意
味
で
古
代
祭
把
の
普
遍
的

古

代

形

代

馬

考

（
小
田
）

九
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な
思
考
形
態
で
あ
り
、
舟
形
は
海
上
交
通
の
平
安
を
祈
る
と
い
う
こ
の
島
神
の
性
格
に
負
わ
さ
れ
た
特
殊
性
か
ら
出
た
産
物
で
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
馬
形
を
池
沼
や
井
戸
に
投
ず
る
風
は
古
く
か
ら
あ
っ
て
、
こ
れ
は
水
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に
水
霊
を
奉
把
し
た
も
の
で
、
前
述

の
竜
媒
伝
説
を
介
し
て
容
易
に
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
近
時
、
奈
良
・
平
城
宮
跡
の
井
戸
か
ら
土
馬
二
個
が
発
見
さ
れ
た
の
は
そ
の
好
例
で

あ
ろ
う
（
図
版
九
）
。

さ
ら
に
古
墳
資
料
に
み
た
船
山
古
墳
の
太
万
に
馬
形
象
巌
を
施
し
た
の
も
、

こ
の
太
万
を
所
有
す
る
人
に
神
の
加
護
を

求
め
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
三
昧
塚
古
墳
の
馬
形
飾
冠
、
榊
山
古
墳
の
馬
形
帯
鈎
も
馬
形
を
介
し
て
神
の
加
護
を
期
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

最
後
に
馬
の
呪
力
を
期
し
て
行
な
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
祭
儀
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。
雄
略
紀
一
三
年
条
に
、
歯
田
根
命
が
姦
淫
の
罪
を

蹴
除
す
る
の
に
馬
八
匹
、
太
万
八
口
を
も
っ
て
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
ま
た
皇
極
紀
元
年
条
に
は
祈
雨
儀
礼
と
し
て
村
々
で
祝
部
の
教
え

お
お
は
ら
え

る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
牛
馬
を
殺
し
て
諸
社
の
神
を
祭
る
風
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
天
武
紀
五
年
の
詔
に
は
大
解
除
の
放
物
と

し
て
馬
一
匹
そ
の
他
を
用
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
大
放
の
儀
式
は
大
化
前
代
か
ら
全
国
的
な
行
事
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
神
祇
令
」
に

凡
諸
国
須
ニ
大
政
｝
者
。
毎
レ
郡
出
＝
刀
一
口
。
皮
一
張
。
鍬
一
口
。
及
雑
物
等
一
。
戸
別
麻
一
条
。
其
国
造
出
＝
馬
一
疋
一
。

と
あ
っ
て
、
律
令
時
代
に
は
郡
毎
に
被
物
を
出
し
て
郡
司
が
大
放
の
儀
を
施
行
し
た
が
、
国
造
が
馬
一
疋
を
出
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
大

化
前
代
か
ら
国
造
に
義
務
ず
け
ら
れ
た
祭
儀
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
う
に
足
り
よ
う
。
増
田
精
一
氏
は
こ
れ
ら
の
事
例
は
馬
を
神
聖
視
し
、

馬
に
般
の
力
が
あ
る
と
い
う
観
念
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
古
墳
に
お
け
る
馬
具
の
副
葬
は
「
説
志
」
韓
伝

に
伝
え
る
牛
馬
を
葬
送
儀
礼
に
用
い
、
の
ち
に
馬
具
を
副
葬
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
の
影
響
で
あ
ろ
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
皇
徳
紀

大
化
二
年
の
簿
葬
令
の
な
か
に
人
や
亡
人
の
馬
を
殉
死
さ
せ
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
こ
と
を
み
れ
ば
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
じ
祈
雨
の
た
め
に
牛
馬
を
殺
し
て
祭
る
風
は
漢
神
を
祭
る
俗
信
か
ら
出
た
も
の
で
あ
り
、
祈
雨
と
崇
り
を
被
う
た
め
の
儀
礼
と

し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
に
は
馬
よ
り
も
殺
牛
儀
礼
が
本
来
的
な
も
の
で
あ
り
、
殺
牛
の
例
が
ほ
と
ん
ど
を
占

め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

， 
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未
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（
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）
「
日
本
書
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」
巻
二
五

Q

孝
徳
天
皇
大
化
一
一
年
三
月
甲
山
巾
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（
叩
叫
）
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伯
有
清
「
殺
牛
祭
伸
と
怨
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思
忽
」
日
本
古
代
の
政
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と
社
会
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古

代

形

代

応

考

r「

問

一
九
四

あ

と

が

き

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
資
料
蒐
集
の
面
で
大
場
磐
雄
、
乙
益
重
隆
、
森

貞
次
郎
、
渡
辺
正
気
、
渡
辺

誠
、
坂
本
経
発
、
東

光

彦
、
田
辺
哲
夫
、
原
口
長
之
、
高
木
誠
治
、
隈

昭
志
、
島
津
義
昭
、
小
串
寿
次
、
早
田

茂
、
植
山
荒
次
郎
、
西
健
一
郎
、
真
野
和
夫
の
諸

氏
に
御
援
助
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る

L

ま
た
、
第
一
回
の
沖
ノ
島
調
査
以
来
筆
者
に
参
加
の
労
を
と
ら
れ
本
稿
を

成
す
機
縁
を
与
え
ら
れ
た
鏡
山

敬
両
先
生
を
は
じ
め
宗
像
神
社
復
興
期
成
会
、
出
光
美
術
館
の
方
々
に
も
感
謝
申
し
あ
げ
た

い
。
と
く
に
昨
年
一

O
月
の
沖
ノ
島
調
査
に
は
大
場
磐
雄
博
士
、
亀
井
正
道
両
先
学
が
来
島
さ
れ
て
御
教
示
に
援
し
、
ま
た
年
来
の
疑
問
に
っ

さ
ら
に
稿
成
っ
た
直
後
に
直
良
信
夫
博
士
著
「
日
本
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
発
見
の
馬
歯
・
馬

猛
、
岡
崎

い
て
も
質
す
機
会
を
得
た
こ
と
は
有
益
で
あ
っ
た
。

骨
」
が
発
刊
さ
れ
、
先
生
か
ら
御
恵
贈
い
た
や
た
い
て
、
本
稿
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
わ
せ
て
感
謝
申
し
あ
げ
る
。

（
一
九
七
一
・
一
・
二

O
稿）

〔
追
記
〕

四
第
三
項
に
記
し
た
鹿
児
島
県
伊
佐
郡
菱
刈
町
よ
り
一
九
六
四
年
三
月
に
再
び
発
見
さ
れ
た
祭
記
遺
物
に
つ
い
て
は
、

一
五
の
両
日
、
上
村
俊
雄
、
真
野
和
夫
両
君
の
協
力
を
得
て
実
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
発
見
地
は
同
町
田
中
・
岡
野
で
、
石
聞
い
の
中

一
九
七
一
年
六
月

か
ら
須
恵
器
甑
に
人
形
、
馬
形
、
土
鏡
が
伴
出
し
た

ν

当
時
の
状
況
を
総
合
す
る
と
、
火
葬
墓
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
改
め
て

後
日
ま
と
め
る
つ
も
り
で
あ
る
。

ま
た
、
河
口
貞
徳
氏
に
よ
れ
ば
、
噌
吸
郡
末
吉
町
荒
神
免
か
ら
土
鏡
、
土
馬
が
発
見
さ
れ
た
と
の
伝
え
が
あ
る
。

（
一
九
七
一
・
六
・
一
八
記
）
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図 版 十

色

沖ノ島全景（南方海上より 1970.10写す）
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A Study on the Katashiro-Vma (the Miniature 
Figure of Horse) 

Fujio ODA 

The religious faith of ancient Japan produced the custom of dedi

cating to gods a tiny earthen figure of horse. This custom generally 

is said to have been in fashion in the 7th and 8th century. I resear· 

ched in northern Kyushu the remains of those kilns in which the 

miniature figures of horse were made. The appearance of those 

kilns can go back to the latter half of the 6th century. I investigated, 

too, the examples of the figure of horse that were found out in 

various places of Kyushu. We are researching the religious services 

of the sea god in Okinoshima, an island of Fukuoka Prefecture. I 

pointed out that in these religious services many talc figures of horse 

were dedicated and this dedication was related to the traffic of 

Japanese envoy to the Tang dynasty. On the other .hand, I adjusted 

the found materials of horse bone since the prehistoric age. I confir

med that the dedication of living horse was not practiced before 

the dedication of earthen figure of horse. Further I readjusted the 

materials pertaining to the horse appearing in Japanese culture of 

ancient tomb. The breeding of horse is the technique imported by 

naturalized subjects about in the first half of the 5th century. At 

that time the interest in the horse increased in connection with the 

dispatch of Japanese troops to Korea. Therewith the legend of 

dragon horse (itt~) coming into fashion in ancient China was accepted 

in Japan. Thus the horse and the gods were connected, and people 

thought that the horse is the animal for gods to ride, and so the 

custom of dedicating horse in religious services was produced. At 

the 7th and 8th century the dedication of living and earthen horses 

was generalized in religious services of safety traffic, praying for 

rain and praying for fine weather. 
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